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主 な 記 事
教
育
振
興
会
 寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

２
面

平
成
27
年
度
 学
部
長
･研
究
科
長
･機
関
長

３
面

研
究
室
の
窓
 工
学
部
･山
ノ
井
髙
洋
教
授

４
面

文
化
遺
産
を
た
ず
ね
て
旧
永
山
武
四
郎
邸
新
棟
･つ
き
さ
っ
ぷ
郷
土
資
料
館

５
面

新
学
部
長
･研
究
科
長
に
聞
く
！

６
面

私
の
学
び
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
３
年
 太
田
晴
美
氏
７
面

就
職
･入
試
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

８
面

【
教
育
活
動
】

主
な
担
当
講
義
で
あ
る
「
法
曹

倫
理
」
で
は
、
法
曹
界
を
目
指
す

学
生
が
将
来
法
曹
に
な
っ
た
と

き
に
備
え
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な

法
曹
を
目
指
す
の
か
、
い
わ
ば
法

曹
と
し
て
の
志
に
つ
い
て
、
先
輩

法
曹
の
経
験
談
を
聴
く
な
ど
し

て
学
ぶ
こ
と
を
主
眼
と
し
、
と
同

時
に
、
過
誤
事
例
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
将
来
同
じ
よ
う
な
過
ち
に

陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
心
構

え
を
持
つ
よ
う
に
指
導
。「
刑
事

実
務
演
習
」
で
は
、
実
際
の
事
件

記
録
等
を
利
用
し
て
、
実
務
の
運

用
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
る

法
曹
三
者
の
役
割
等
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ば
実
務
で
実
際

に
運
用
さ
れ
て
い
る
刑
事
訴
訟

法
な
ど
を
講
じ
、
未
来
の
法
曹
界

の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

【
略
歴
】

昭
和
19
年
12
月
１
日
夕
張
市

生
ま
れ
。
昭
和
42
年
３
月
中
央
大

学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、
昭
和

44
年
４
月
か
ら
昭
和
54
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
静
岡
地
方
裁
判

所
、
横
浜
家
庭
裁
判
所
、
横
浜
地

方
裁
判
所
、
旭
川
地
方
・
家
庭
裁

判
所
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
判
事

補
を
務
め
、
昭
和
54
年
４
月
か
ら

昭
和
62
年
３
月
ま
で
の
期
間
に

東
京
地
方
裁
判
所
、
釧
路
地
方
・

家
庭
裁
判
所
、
札
幌
地
方
裁
判
所

で
判
事
を
務
め
る
。
そ
の
後
、
昭

和
62
年
４
月
札
幌
地
方
裁
判
所

部
総
括
判
事
、
昭
和
63
年
４
月
札

幌
高
等
裁
判
所
 事
務
局
長
、平
成

５
年
３
月
東
京
地
方
裁
判
所
部

総
括
判
事
、
平
成
９
年
11
月
最
高

裁
判
所
司
法
研
修
所
教
官
（
刑
事

裁
判
上
席
教
官
）、
平
成
12
年
４

月
札
幌
地
方
裁
判
所
長
、
平
成
15

年
８
月
か
ら
札
幌
法
務
局
所
属

公
証
人
、
平
成
17
年
４
月
本
学
大

学
院
法
務
研
究
科
教
授
に
就
任
。

裁
判
官
と
し
て
34
年
余
、
主
に
刑

事
裁
判
を
担
当
。
公
証
人
歴
は
10

年
。

【
教
育
・
研
究
活
動
】

北
海
道
に
お
け
る
農
業
・
農

村
に
関
わ
る
実
証
的
研
究
を
主

体
に
、
併
せ
て
中
国
農
業
に
関
す

る
研
究
も
行
い
、
平
成
20
年
「
中

国
に
お
け
る
農
民
専
業
合
作
社

制
度
の
検
討
―
農
民
的
酪
農
の

展
開
に
向
け
て
」、「
酪
農
家
激
減

地
域
に
お
け
る
酪
農
生
産
維
持

発
展
に
関
す
る
研
究
―
西
興
部

村
を
事
例
に
」
な
ど
の
論
文
を
発

表
。大

学
で
は
農
業
経
済
学
に
つ

い
て
、
食
料
問
題
、
農
産
物
貿
易
、

農
業
政
策
、
農
業
経
営
、
農
協
な

ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
理
論

を
講
じ
、
学
部
・
大
学
院
教
育
に

尽
力
さ
れ
た
。

【
略
歴
】

昭
和
19
年
10
月
25
日
生
ま
れ
。

昭
和
42
年
３
月
帯
広
畜
産
大
学

畜
産
学
部
酪
農
学
科
卒
業
、
昭
和

44
年
７
月
北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
農
業
経
済
学
専
攻

博
士
課
程
中
退
、
昭
和
44
年
７
月

帯
広
畜
産
大
学
助
手
を
務
め
、
同

年
８
月
に
北
海
道
開
発
局
へ
出

向
、
平
成
10
年
８
月
北
海
道
地
域

農
業
研
究
所
研
究
参
与
就
任
の

後
、
平
成
11
年
４
月
酪
農
学
園
大

学
環
境
シ
ス
テ
ム
学
部
教
授
を

経
て
、
平
成
12
年
本
学
経
済
学
部

教
授
に
就
任
、
平
成
22
年
開
発
研

究
所
長
、
平
成
25
年
３
月
停
年
退

職
。
同
年
４
月
か
ら
名
誉
教
授
。

大
学
院
博
士
（
後
期
）
課
程
３
名
、

修
士
課
程
18
名
、
法
科
大
学
院
５

名
、合
わ
せ
て
２
、０
５
５
名
の
新

入
生
を
迎
え
た
。

式
典
で
は
、
学
長
の
式
辞
、
学

部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長
の
紹

介
、
本
学
吹
奏
楽
団
の
演
奏
と
混

声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
リ

ー
ド
に
よ
る
学
歌
、
学
生
歌
、
新

学
生
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
厳
粛
な
う

ち
に
無
事
終
了
し
た
。
新
入
生

は
、
緊
張
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ

た
面
持
ち
で
式
典
に
臨
ん
で
い

た
。新

入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
健
康

に
十
分
留
意
し
な
が
ら
勉
強
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ
の
後
の

人
生
の
財
産
と
な
る
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
大
学
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

平
成
27
年
度
の
入
学
式
が
４

月
２
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー「
北
海
き
た
え
ー
る
」で
行

わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
学
部
学
生
１
部

１
、５
１
７
名
、
２
部
５
１
２
名
、

「
瑞
宝
章
」
は
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の

公
務
又
は
公
共
的
な

業
務
に
長
年
に
わ
た

り
従
事
し
て
功
労
を
積
み
重
ね
、

成
績
を
挙
げ
た
人
に
授
与
さ
れ

る
。三

上
教
授
、
北
倉
教
授
の
略
歴

等
は
次
の
通
り
。

政
府
は
４
月
29
日
付
で
「
２
０

１
５
年
春
の
叙
勲
」
受
章
者
４
０

８
７
人
を
発
表
し
た
。
本
学
関
係

者
で
は
、
三
上
英
昭
法
務
研
究
科

教
授
が「
裁
判
官
功
労
」に
よ
り
瑞

宝
重
光
章
を
、
ま
た
、
北
倉
公
彦

名
誉
教
授
（
元
経
済
学
部
教
授
）

が「
北
海
道
開
発
行
政
事
務
功
労
」

に
よ
り
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し

た
。

日本経済評論社

欧
米
技
術
の
導
入
･消
化
、国
際
競
争
や
デ
フ
レ
な
ど

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
幕
末
〜
戦
前
期
ま
で
の

日
本
経
済
史
を
概
説
し
た
入
門
書
。現
在
の
経
済
･社

会
を
考
え
る
素
材
と
な
る
一
冊
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

市
川
大
祐（
経
済
学
部
教
授
）著

彩流社

ア
メ
リ
カ
黒
人
に
と
っ
て
人
種
は「
枷
」で
あ
り「
絆
」

で
も
あ
っ
た
。「
黒
人
で
あ
る
こ
と
」
の
屈
辱
と
誇
り
、

苦
悩
や
喜
び
の
中
で
自
立
の
道
筋
を
模
索
す
る
諸
相

を
、
八
人
の
知
識
人
の
生
き
方
で
読
み
解
く
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

大
森
 一
輝（
人
文
学
部
教
授
）著

歴
史
は
く
り
返
す
か

近
代
日
本
経
済
史
入
門

法政大学出版局

現
代
ア
メ
リ
カ
哲
学
の
礎
を
築
い
た
パ
ト
ナ
ム
。実

践
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
っ
た
彼
が
、自
身
の
無
神

論
的
哲
学
と
宗
教
的
信
の
間
の
矛
盾
を
、い
か
に
真

摯
に
思
考
し
生
き
て
き
た
か
を
語
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

昭和堂

「
人
」と「
モ
ノ
」、「
思
想
」と「
表
象
」に
注
目
し
、越
境
･交

流
･生
成
の
視
点
で
ア
ル
プ
ス
地
域
文
化
史
上
の
諸
問
題
を

取
り
あ
げ
、ア
ル
プ
ス
を
軸
に
交
流
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地

域
と
ア
ル
プ
ス
独
自
の
事
象
を
描
き
出
す
。

定
価
（
本
体
 二
、
七
〇
〇
円
＋
税
）

踊
共
二
編
／

小
林
 淑
憲（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

ア
ル
プ
ス
文
化
史
越
境
･交
流
･生
成

中公新書

国
王
と
そ
の
周
り
の
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、大

国
の
侵
略
や
多
言
語
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、

時
に
戦
い
、時
に
は
妥
協
や
合
意
の
道
を
探
っ
て
き

た
ベ
ル
ギ
ー
の
人
々
の
歩
み
を
た
ど
る
。

定
価
（
本
体
 八
四
〇
円
＋
税
）

松
尾
 秀
哉（
法
学
部
教
授
）著

物
語
ベ
ル
ギ
ー
の
歴
史

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
字
路
 

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
困
難

奴
隷
解
放
後
の
黒
人
知
識
人
と「
人
種
」

シリーズ
社会・経済を学ぶ

叢書･ウニベルシタス
997

共同文化社

現
代
英
語
の
文
法
と
語
法
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
語
の
子
音

変
化
ま
で
、言
葉
の
世
界
を
広
範
囲
に
眺
め
る
言
語

学
･英
語
学
論
集
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
現
象
の
背
後

に
潜
む
原
理
や
規
則
性
を
探
究
す
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

導
き
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
哲
学

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
、ブ
ー
バ
ー
、レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ヒ
ラ
リ
ー
･パ
ト
ナ
ム
著
／
佐
藤
 貴
史（
人
文
学
部
准
教
授
）訳

言
葉
の
窓
か
ら
見
え
る
風
景

｜
英
語
を
手
が
か
り
に
言
葉
の
世
界
を
探
る
｜

上
野
 誠
治（
人
文
学
部
教
授
）著

学科 入学者

経
済

学部 研究科 入学者

経
営

法

人
文

工

経 済 学 科
341

地域経済学科

経 済 学 科
134

地域経済学科
経 営 学 科 184
経営情報学科 155
経 営 学 科 114
法 律 学 科

302
政 治 学 科
法 律 学 科

185
政 治 学 科
日本文化学科 109
英米文化学科 113
日本文化学科 47
英米文化学科 32
社会環境工学科 82
建 築 学 科 96
電子情報工学科 82
生 命 工 学 科 53

1 部　計 1,517

2 部　計 512

大学　計 2,029

経済学研究科
3
1

経営学研究科
3
─

法学研究科
8
1

文学研究科
3
1

工学研究科
1

（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程）

（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程） ─

法務研究科 （専門職学位課程） 5

大学院　計 26

2,055

大　

学　

院

大学・大学院　計

平成27年度 入学者数

１
部

２
部

２
部

１
部

１
部

２
部

１
部

２
部

北海きたえーるで行われた入学式（4月2日）

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

期
待
と
緊
張
の
新
入
生
２
、０
５
５
名

平成27年度

北
� �

倉
� �

公
� �

彦
� �

名誉教授

瑞宝小綬章 瑞宝重光章
法務研究科

三
�

上
� �

英
� �

昭
� �

教授

◆

◆

◆

◆

◆

◆

春
の
叙
勲
本
学
か
ら
２
名
受
章

春春
のの
叙
勲
叙
勲 

本
学
本
学
か
ら
２
か
ら
２
名
受
章

名
受
章

春
の
叙
勲 

本
学
か
ら
２
名
受
章

開
拓
者
精
神
（
キ
ー
ワ
ー
ド

は
自
立
と
自
律
）
を
建
学
の
精

神
と
す
る
本
学
は
、
１
９
５
２

（
昭
和
27
）年
に
有
為
な
人
材
育

成
の
た
め
に
学
校
法
人
北
海
学

園
が
設
置
し
た
、
北
海
道
で
初

め
て
の
４
年
制
私
立
大
学
で
あ

り
、
北
海
短
期
大
学（
１
９
５
０

年
設
置
）を
母
体
と
し
ま
す
。
創

基
以
来
、拡
充
を
図
り
、全
学
で

約
８
５
０
０
人
が
学
ぶ
総
合
私

立
大
学
に
成
長
し
ま
し
た
。
昨

年
、
結
成
60
周
年
を
迎
え
た
同

窓
会（
豊
平
会
）の
会
員
は
多
士

済
々
、優
に
８
万
人
を
超
え
、建

学
精
神
の
担
い
手
と
し
て
全
道

一
円
は
元
よ
り
、
全
国
各
地
で

多
様
な
分
野
に
お
い
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
学
窓
を
巣
立
つ
と

き
に
は
、
本
学
へ
の
入
学
が
正

し
い
判
断
で
あ
っ
た
と
実
感

し
、卒
業
後
は
、信
頼
さ
れ
る
豊

平
会
の
一
員
と
し

て
自
覚
と
誇
り
を

も
ち
、未
来
を
切
り

拓
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

デ
カ
ル
ト（
１
５

９
６
年
〜
１
６
５

０
年
）は
、
そ
の
著

『
方
法
序
説
』
の
冒

頭
で「
良
識
は
こ
の

世
で
最
も
公
平
に
配
分
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
「
良
識
」
と
は
「
正

し
く
判
断
し
、
真
と
偽
を
区
別

す
る
能
力
」を
指
し
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
、
本
学
で
得
た
学
識
に

裏
付
け
ら
れ
た
良
識
あ
る
人
間

に
成
長
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て

本
学
に
お
け
る
学
び
を
未
来
へ

の
備
え（
future ready）と
し

て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

教
員
と
事
務
職
員
は
、
こ
の

願
い
を
形
に
す
る
た
め
に
力
を

合
わ
せ
ま
す
。
教
員
は
、「
研
究

な
く
し
て
教
育
な
く
、
教
育
な

く
し
て
研
究
な
し
」
と
い
う
教

育
理
念
と
研
究
理
念
の
実
現
に

意
を
用
い
、
人
生
の
意
味
や
目

的
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
事
務

職
員
は
、
教
育
支
援
と
研
究
支

援
に
徹
し
、
皆
さ
ん
の
主
体
的

な
学
び
を
手
助
け
し
ま
す
。

入学を祝して

彩流社

近
現
代
の
日
本
が
経
験
し
た「
西
洋
史
学
」や「
世
界
史
」研

究
を
批
判
的
に
継
承
し
な
が
ら
新
た
な
方
向
を
模
索
す
る

論
集
。地
域
や
社
会
、共
同
体
に
焦
点
を
あ
て
、「
つ
な
が
り
」

と「
権
力
」を
視
座
に
世
界
史
を
展
望
す
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

小
沢
弘
明
／
山
本
明
代
／
秋
山
晋
吾
 編
／
仲
松
優
子（
人
文
学
部
准
教
授
）他
共
著

つ
な
が
り
と
権
力
の
世
界
史

木村和範学長 入学式式辞（要旨）
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学
校
法
人
北
海
学
園
は
、
こ
れ

ま
で
、
国
際
交
流
振
興
資
金
に
よ

る
学
生
派
遣
事
業
等
の
推
進
の

他
に
、
第
１
種
奨
学
金
（
経
済
困

窮
に
し
て
学
業
成
績
優
秀
な
学

生
が
対
象
）、
第
２
種
奨
学
金
（
激

甚
災
害
に
よ
る
家
計
激
変
学
生

が
対
象
）、
第
３
種
奨
学
金
（
篤
志

寄
付
者
の
意
向
に
叶
う
学
生
が

対
象
）
と
い
う
３
種
類
の
奨
学
金

（
以
下
、「
学
園
奨
学
金
」）
を
給
付

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
、
森
本
教
育
振
興
資
金
を
原
資

と
す
る
第
４
種
奨
学
金
が
こ
れ

に
加
わ
り
、
特
に
学
業
成
績
が
優

れ
た
学
生
に
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。さ

ら
に
ま
た
、同
窓
会

（
豊
平
会
）
が
奨
学

金
を
支
給
し
、こ
れ

ま
で
以
上
に
、本
学

の
教
育
振
興
に
力

を
添
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
従
来
か
ら

の
学
園
奨
学
金
と
本
学
教
育
振

興
会
か
ら
の
奨
学
金
の
上
に
、
今

年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
第
４
種
奨

学
金
と
同
窓
会
奨
学
金
が
加
わ

り
、
学
園
、
同
窓
会
、
そ
し
て
教

育
振
興
会
に
よ
る
「
３
本
の
矢
」

が
出
揃
い
、
国
際
交
流
推
進
の
た

め
の
「
矢
」
と
合
わ
せ
て
「
４
本
の

矢
」に
よ
っ
て
、教
育
振
興
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
振
興
に
た
い
す
る
学
校

法
人
北
海
学
園
と
豊
平
会
の
深

い
ご
理
解
に
、
本
学
は
衷
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
教
育
振
興
会
の
財
政
基
盤
を

さ
ら
に
堅
牢
に
す
べ
く
、
募
金
活

動
に
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
す
所

存
で
す
。

【
学
長
 木
村
和
範
】

教
育
振
興
会
に
平
成
26
年
度

も
多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま

し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
平
成
26
年
度
寄
付
者
ご
芳

名
と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算

報
告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は

次
の
通
り
で
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼

10
万
円
未
満

内
田
和
浩
、
内
山
隆
史
、
宇
土
至

心
、
上
浦
正
樹
、
木
村
勝
照
、
小

坂
直
人
、
嵯
峨
浩
、
佐
々
木
啓
明
、

佐
藤
剛
、
清
水
正
敏
、
鈴
木
聡
士
、

高
木
裕
之
、
高
道
典
子
、
武
市
靖
、

堂
柿
栄
輔
、
中
川
か
ず
子
、
稗
貫

俊
文
、
菱
川
和
子
、
ブ
シ
ャ
ー
・

ジ
ェ
レ
ミ
、
堀
内
彰
、
買
買
提
力

提
甫
、
水
野
谷
武
志
、
向
田
直
範

他
匿
名
７
名

▼

10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

奥
田
仁
、
真
柄
祥
吾

他
匿
名
１

名▼

50
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未
満

木
村
和
範

▼
１
０
０
万
円
以
上

名
塩
良
一
郎
、
三
上
英
昭

▼
金
額
非
公
開

池
内
靜
司
、
上
野
之
江
、
魚
住
純
、

越
前
谷
博
、
許
士
達
広
、
草
間
秀

樹
、
郡
司
淳
、
笹
川
雅
司
、
佐
藤

淳
、
佐
藤
信
、
杉
本
博
之
、
須
田

一
弘
、
銭
烽
、
宋
林
、
中
村
寿
司
、

森
下
宏
美
、
安
酸
敏
眞
、
山
ノ
井

髙
洋
  他
匿
名
14
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼

10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
海
学
園
生
活
協
同
組
合

▼
金
額
非
公
開
　
匿
名
１
社

【
平
成
26
年
度
寄
付
金
合
計
】

５
、９
７
５
、０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

２
７
、８
０
８
、５
８
７
円

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

寄
付
者
ご
芳
名

「「44本の矢」本の矢」「「44本の矢」本の矢」「4本の矢」
教育振興教育振興教育振興教育振興教育振興

き
た
え
ー
る
」
に
て
行
わ
れ
た

（
９
月
期
は
平
成
26
年
９
月
30
日

挙
行
）。

学
部
学
生
１

部
１
、
３
４
７

名
、
２
部
４
５

２
名
、
計
１
、７

９
９
名
（
９
月

期
含
む
）、大
学

院
修
了
生
30

名
（
９
月
期
含

む
）
が
新
た
に

社
会
へ
と
巣
立

っ
た
。

卒
業
生
、
修

了
生
は
教
職
員

や
ご
来
賓
、
関

係
者
が
見
守
る

な
か
卒
業
証

書
・
学
位
記
を

手
に
し
た
。

平
成
26
年
度
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
３
月
21
日
、
北
海

道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー「
北
海

本
年
３
月
31
日
付
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
た
髙
原
一
隆
先
生
（
元
経
済
学

部
教
授
）、
向
田
直
範
先
生
（
元
法
学

部
教
授
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ニ
ス
・

キ
ザ
ー
ル
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、

池
内
靜
司
先
生
（
元
人
文
学
部
教

授
）、
井
上
真
蔵
先
生
（
元
人
文
学
部

教
授
）、
杉
本
博
之
先
生
（
元
工
学
部

教
授
）、
山
下
晴
康
先
生
（
元
工
学
部

教
授
）、
須
田
晟
雄
先
生
（
元
法
務
研

究
科
教
授
）
の
、
永
年
に
亘
る
教
育
研

究
、
大
学
運
営
、
社
会
活
動
の
ご
功
績

に
対
し
て
、
本
学
名
誉
教
授
の
称
号

が
木
村
和
範
学
長
よ
り
授
与
さ
れ

た
。

▽
髙�

�
原�

�

一�
�

隆�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
53
年
立
命
館
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
応
用
社
会
学
専
攻

博
   士
課
程
単
位
取
得
、
平
成
13
年
経

済
学
博
士
（
立
命
館
大
学
）、
昭
和
56

年
〜
昭
和
62
年
札
幌
商
科
大
学
（
昭

和
59
年
に
札
幌
学
院
大
学
と
改
称
）

商
学
部
助
教
授
、
昭
和
63
年
〜
平
成

11
年
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
助
教

授
、
教
授
、
平
成
11
年
〜
平
成
15
年

広
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
・
社
会

科
学
研
究
科
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
教

授
（
兼
担
）、
平
成
15
年
本
学
経
済
学

部
教
授
（
地
域
経
済
論
な
ど
担
当
）
お

よ
び
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

（
地
域
経
済
論
特
殊
講
義
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
平
成
20
年
開
発
研
究
所
長

▽
向
田

�
�
�
�

直�
�

範�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
、
法
学
修
士
（
北
海
道

大
学
）、
昭
和
51
年
〜
昭
和
61
年
本

学
法
学
部
講
師
、
助
教
授
、
平
成
元
年

教
授
（
経
済
法
な
ど
担
当
）、
平
成
10

年
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
（
個
別

経
済
法
特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
14
年

学
生
部
長
、
平
成
20
年
法
学
部
長

▽
R
ichard

�
�
�
�
�

D
enni

�
�
�

s
K
izziar

�
�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
50
年
米
国
オ
ハ
イ
オ
大

学
大
学
院
歴
史
研
究
科
修
士
課
程
修

了
、
昭
和
51
年
〜
昭
和
54
年
米
国
派

遣
援
助
部
隊
 カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
マ

ル
ア
市
マ
ル
ア
高
校
英
語
教
師
、
昭

和
54
年
〜
昭
和
55
年
カ
メ
ル
ー
ン

共
和
国
ン
ガ
ウ
ン
ダ
レ
市
ン
ガ
ウ
ン

ダ
レ
高
校
英
語
教
師
、
昭
和
56
年
〜

昭
和
57
年
札
幌
I
A
Y
英
語
専
任
講

師
、
昭
和
57
年
〜
昭
和
59
年
札
幌
Y

M
C
A
学
院
専
門
学
校
専
任
講
師
、

昭
和
59
年
〜
昭
和
62
年
札
幌
大

学
・
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
・

北
星
学
園
大
学
・
藤
女
子
短
期
大
学

非
常
勤
講
師
、
昭
和
62
年
〜
平
成
10

年
本
学
教
養
部
講
師
、
助
教
授
、
平
成

10
年
〜
平
成
14
年
法
学
部
助
教
授
、

平
成
14
年
教

授
（
オ
ー
ラ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
担

当
）

▽
池�

�

内�
�

靜�
�

司�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和

58
年
北
海
道

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
英
語

英
文
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、

文
学
修
士
（
北

海
道
大
学
）、昭

和
58
年
〜
平

成
10
年
本
学
教
養
部
講
師
、
助
教
授
、

平
成
10
年
〜
平
成
13
年
共
通
教
育

セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
平
成
13
年
〜
平

成
19
年
経
済
学
部
教
授
、
平
成
19
年

人
文
学
部
教
授
（
英
語
講
読
な
ど
担

当
）

▽
井�

�
上�

�

真�
�

蔵�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
58
年
ト
ロ
ン
ト
大
学
大

学
院
政
治
経
済
研
究
科
国
際
関
係
論

専
攻
博
士
課
程
修
了
、
昭
和
58
年
〜

平
成
７
年
北
海
学
園
北
見
大
学
助
教

授
、
教
授
、
平
成
７
年
本
学
人
文
学
部

教
授
（
カ
ナ
ダ
文
化
論
な
ど
担
当
）

▽
杉�

�
本�

�

博�
�

之�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
49
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
、
工
学
博
士
（
北
海
道
大

学
）、
昭
和
49
年
〜
平
成
６
年
室
蘭
工

業
大
学
工
学
部
講
師
、
助
教
授
、
昭
和

57
年
〜
昭
和
58
年
米
国
海
軍
大
学
院

Adjunct Research Professor

（
文
部
省
在
外
研
究
員
乙
）、
平
成
６

年
本
学
工
学
部
教
授（
構
造
力
学
な
ど

担
当
）、
平
成
７
年
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授（
構
造
設
計
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
24
年
工
学
部
長

▽
山�

�
下�

�

晴�
�

康�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
45
年
北
海
道
大
学
理
学

部
物
理
学
科
卒
業
、
昭
和
61
年
工
学

博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
48
年
〜

昭
和
53
年
釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校

助
手
、
昭
和
53
年
〜
平
成
２
年
北
海

道
大
学
応
用
電
気
研
究
所
助
手
、
平

成
２
年
〜
平
成
３
年
本
学
工
学
部
助

教
授
、
平
成
３
年
教
授
（
電
子
物
性
な

ど
担
当
）
お
よ
び
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授
（
量
子
電
子
工
学
特
論
な
ど

担
当
）

▽
須�

田�

晟�
�

雄�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
47
年
上
智
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
博
士
課
程

退
学
、
法
学
修
士
（
上
智
大
学
）、
昭

和
47
年
〜
昭
和
59
年
本
学
法
学
部

講
師
、
助
教
授
、
昭
和
59
年
教
授
（
民

法
な
ど
担
当
）、
昭
和
61
年
大
学
院
法

学
研
究
科
教
授
（
民
法
債
権
特
論
な

ど
担
当
）、
平
成
17
年
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
（
民
法
な
ど
担
当
）

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

前列左から髙原一隆名誉教授、向田直範名誉教授、木村学長、杉本博之名誉
教授、山下晴康名誉教授、後列左から佐藤信経済学部長、草間秀樹法学部長、
リチャード・デニス・キザール名誉教授、井上真蔵名誉教授、郡司淳人文学部
長、真柄祥吾工学部長（池内靜司名誉教授、須田晟雄名誉教授は都合により
授与式を欠席）

学  科 累  計
26年度卒業生

経
済

学
部

経
営

法

人
文

工

1
部

2
部

1
部
2
部

1
部

2
部

1
部

2
部

経 済 学 科 159 19,263
地域経済学科 144 1,347
経 営 学 科 ─ 8,766
経 済 学 科 54 7,332
地域経済学科 45 399
経 営 学 科 ─ 3,291
経 営 学 科 150 1,623
経営情報学科 146 1,357
経 営 学 科 92 843
法 律 学 科 177 11,494
政 治 学 科 108 1,553
法 律 学 科 94 5,130
政 治 学 科 56 572
日本文化学科 95 1,784
英米文化学科 97 1,769
日本文化学科 38 751
英米文化学科 25 528

社会環境工学科 74 4,036
建 築 学 科 69 4,211
電子情報工学科 74 2,410

（修　士） 4 192
（博士甲） ─ 8
（博士乙） ─ 1
（修　士） 5 95
（博士甲） 1 12
（博士乙） ─ 5
（法・修士） 2 91
（政・修士） 1 22
（法・博士甲） ─ 8
（法・博士乙） ─ 4
（日・修士） 1 83
（英・修士） 2 24
（日・博士甲） ─ 3
（日・博士乙） 1 6
（建・修士） 2 139
（電・修士）

経済学研究科

経営学研究科

法学研究科

文学研究科

工学研究科
─ 46

（建・博士甲）
（電・博士甲）

─ 6

法務研究科（専門職学位課程） 8 136

79,3461,724

大　
　

学　
　

院

大学・大学院　計

平成26年度 卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数

9月期 研究科 累  計
26年度修了生

9月期合計 合計
9
5
─
9
4
─
3
4
8
12
1
16
6
1
0
3
2
2
2
15

1 部　計 1,293 59,61354
2 部　計 404 18,84648

大学　計 1,697 78,459102

168
149
0
63
49
0

153
150
100
189
109
110
62
96
97
41
27
76
71
89

1,347
452

1,799

─
─
─
─
1
1
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─ 6─
1

大学院　計 27 8873

105

4
0
0
5
2
1
2
1
0
0
1
2
0
1
2
0
0
0
9

30

1,829

平
成
26
年
度

卒
業
証

卒
業
証
書書
・・
学
位
記
授
与
式

学
位
記
授
与
式

卒
業
証

卒
業
証
書書
・・
学
位
記
授
与
式

学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒業証書・学位記が授与された

本
学
と
北
海
学
園
札
幌
高
等

学
校
は
交
流
を
深
め
、
双
方
に
お

学
校
法
人
北
海
学
園
は
、
顕
著

な
ご
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
寄
付

者
に
た
い
し
て
、
森
本
正
夫
理
事

長
と
学
長
の
連
名
に
よ
る
感
謝

状
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
は
、
名
塩
良
一
郎
同
窓
会

（
豊
平
会
）
副
会
長
と
三
上
英
昭

法
務
研
究
科
教
授
の
お
２
人
に
、

深
甚
の
感
謝
を
込
め
て
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝

状
の
贈
呈
を
ご
報
告
す
る
と
と

も
に
、
お
２
人
に
た
い
し
て
重
ね

て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。教

育
振
興
会
は
、
今
後
と
も
、

各
方
面
に
事
あ
る
ご
と
に
本
会

活
動
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
、

も
っ
て
建
学
の
精
神
（
開
拓
者
精

神
）
を
体
得
す
る
た
め
に
学
業
に

勤
し
む
優
秀
な
学
生
に
た
い
し

て
奨
学
金
を
給
付
し
て
、
寄
付
者

が
本
学
に
寄
せ
る
ご
期
待
に
添

う
べ
く
努
め
ま
す
。

け
る
教
育
内
容
の
質
的
向
上
と

学
生
・
生
徒
の
資
質
向
上
を
図

る
た
め
に
、
昨
年
、
高
大
連

携
事
業
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
３
月

13
日
、
本
学
経
済
学
部
お
よ

び
経
営
学
部
が
覚
書
を
取

り
交
わ
し
た
。

覚
書
に
は
、
北
海
学
園
札

幌
高
校
・
大
西
修
夫
校
長
、

本
学
前
経
済
学
部
長
・
森

下
宏
美
教
授
、
前
経
営
学
部

長
・
佐
藤
淳
教
授
が
署

名
・
捺
印
し
た
。

主
な
連
携
事
業
の
内
容
と
し

て
、
両
学
部
は
、
北
海
学
園
札
幌

高
校
の
生
徒
が
勉
学
意
欲
を
高

め
進
路
決
定
に
向
け
視
野
を
広

げ
る
場
と
し
て
、
学
部
講
師
の
講

義
を
受
け
る
機
会
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
北
海
学
園
札
幌
高
校

は
、
両
学
部
の
教
職
課
程
を
受
講

し
て
い
る
学
生
を
夏
季
及
び
冬

季
休
業
時
に
行
う
補
充
講
習
の

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
受
け
入
れ

る
ほ
か
、
協
議
の
上
、
教
育
実
習

生
と
し
て
受
け
入
れ
を
行
う
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

本
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
以
下
、
研
究
科
）と
北
海
道
大
学

大
学
院
農
学
院（
以
下
、
学
院
）は

３
月
６
日
、
単
位
互
換
協
定
を
締

結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、学
院
お
よ

び
研
究
科
の
大
学
院
生
が
相
互

に
相
手
研
究
科
の
授
業
科
目
を

履
修
し
、
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
印
に
は
、
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
院
長
・
丸
谷
知
己
教
授
、

本
学
経
済
学
研
究
科
長
・
奥
田

仁
教
授
が
行
っ
た
。

聴
講
が
許
可
さ
れ
る
科
目
は

当
該
年
度
の
開
講
科
目
で
、
あ
ら

か
じ
め
指
導
教
員
お
よ
び
授
業

担
当
教
員
の
了
承
を
得
て
、
学
院

長
お
よ
び
研
究
科
長
が
承
認
し

て
受
講
が
可
能
と
な
る
。

学
院
お
よ
び
研
究
科
は
、
さ
ら

に
高
度
な
専
門
教
育
研
究
体
制

を
充
実
さ
せ
、
国
際
化
す
る
地
域

社
会
の
発
展
に
応
え
る
人
材
を

育
成
す
る
。

3月13日の調印式。左から本学前経済学部長･森
下宏美教授、北海学園札幌高校･大西修夫校長、
木村和範学長、前経営学部長･佐藤淳教授

本
学
経
済
学
研
究
科
と
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
院

単
位
互
換
協
定
締
結

本
学
経
済
学
部
･経
営
学
部
と
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

高
大
連
携
事
業
覚
書
調
印

名
塩
良
一
郎
氏
・
三
上
英
昭
氏

感
謝
状
贈
呈

教育振興会
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３
月
19
日
、
駐
日
カ
ナ
ダ
特
命

全
権
大
使
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
・
ク

ラ
グ
ス
ト
ン
氏
が
来
札
し
、
カ
ナ

ダ
政
府
札
幌
通
商
事
務
所
通
商

代
表
　
尾
晋
一
氏
と
共
に
北
海

学
園
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
大
使

は
平
成
９
年
以
来
18
年
ぶ
り
２

度
目
の
訪
問
と
な
り
、
森
本
正
夫

理
事
長
、
木
村
和
範
学
長
、
法
人

や
本
学
の
関
係
者
ら
と
共
に
懇

談
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

も
と
相
互
理
解
と
友
好
親
善
を

深
め
ま
し
た
。

究
科
修
士
課
程
担
当（
企
業
法
特
論

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
法
学
部

長▼
人
文
学
部
長
　

郡�
�

司�

淳
�
�
�

教
授

平
成
２
年
日
本

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
日
本

史
専
攻
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成
20

年
博
士（
文
学［
北
海
学
園
大
学
］）、

自
治
体
史
編
纂
、
筑
波
大
学
助
手

歴
史
・
人
類
学
系
、同
比
較
文
化
学

類
非
常
勤
講
師
な
ど
を
経
て
平
成

16
年
本
学
人
文
学
部
助
教
授
、
平

成
18
年
教
授（
日
本
史
概
論
な
ど
担

当
）、
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
21
年
博
士
後
期
課

程
担
当
（
近
現
代
史
特
殊
講
義
を
担

当
）、
平
成
25
年
人
文
学
部
長

▼
工
学
部
長
　

真�

柄�
�

祥
�
�
�

吾�

教
授

昭
和
55
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
建

築
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、同
年

同
大
学
工
学
部
助
手
、
昭
和
58
年

博
士
（
工
学
［
北
海
道
大
学
］）、
昭

和
59
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平

成
３
年
教
授（
構
造
力
学
応
用
Ⅰ
・

演
習
な
ど
担
当
）、
平
成
５
年
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当（
建

築
構
造
解
析
特
論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

平
成
22
年
入
試
部
長
、
平
成
27
年

工
学
部
長

▼
経
済
学
研
究
科
長
　奥�

�
田�

仁
�
�
�

教
授

昭
和
49
年
東
京

都
立
大
学
経
済

学
部
卒
（
経
済

学
士
）、平
成
14

年
博
士（
農
学［
北
海
道
大
学
］）、昭

和
49
年
北
海
道
農
務
部
、
昭
和
52

年
北
海
道
立
総
合
経
済
研
究
所
研

究
員
、平
成
４
年
本
学
経
済
学
部
助

教
授
、
平
成
７
年
教
授
（
北
海
道
経

済
論
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
15

年
博
士
後
期
課
程
担
当（
北
海
道
経

済
論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成

16
年
開
発
研
究
所
長
、
平
成
22
年

経
済
学
部
長
、
平
成
26
年
経
済
学

研
究
科
長

▼
経
営
学
研
究
科
長
　

佐�

藤�
�

芳�
�

彰�
�

教
授

昭
和
55
年
北
海

道
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

昭
和
55
年
北
海
道
大
学
文
部
教
官

助
手
、
昭
和
55
年
弘
前
大
学
講
師
、

昭
和
58
年
助
教
授
、
平
成
１
年
札

幌
大
学
助
教
授
、
平
成
３
年
教
授
、

平
成
18
年
本
学
経
営
学
部
教
授

（
流
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
担
当
）、大
学

院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
流
通
シ

ス
テ
ム
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、

平
成
27
年
経
営
学
研
究
科
長

▼
法
学
研
究
科
長
　佐�

藤�
�

克�
�

廣�
�

教
授

一
九
八
一
年
中

央
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
政

治
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、一

九
八
一
年
本
学
法
学
部
講
師
、一
九

八
六
年
助
教
授
、一
九
九
四
年
教
授

（
行
政
学
な
ど
担
当
）、大
学
院
法
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、一
九
九
九

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
行
政

学
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
二
〇
一

五
年
法
学
研
究
科
長

▼
文
学
研
究
科
長
　須�

田�

一�
�

弘�
�

教
授

平
成
２
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
行

動
科
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
、平
成
２
年

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、平

成
４
年
本
学
教
養
部
講
師
、平
成
５

年
同
人
文
学
部
講
師
、平
成
８
年
助

教
授
、
平
成
11
年
教
授（
文
化
人
類

学
な
ど
担
当
）、
平
成
16
年
博
士

（
農
学
［
鹿
児
島
大
学
］）、
平
成
18

年
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、
平
成
25
年
博
士
後
期
課
程

担
当（
ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
文
学
研
究

科
長

▼
工
学
研
究
科
長
　上�

�
浦�

�

正�
�

樹�

教
授

昭
和
51
年
東
京

工
業
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科

土
木
専
攻
修
士

課
程
修
了
、
昭
和
51
年
国
鉄（
福
山

保
線
区
長
、静
岡
鉄
道
管
理
局
施
設

部
総
務
課
長
）、
昭
和
60
年
国
鉄
水

戸
鉄
道
管
理
局
施
設
部
保
線
課
長
、

昭
和
61
年
Ｊ
Ｒ
貨
物
技
術
部
副

長
、
平
成
４
年
Ｊ
Ｒ
貨
物
保
全
   室

長
、平
成
８
年
Ｊ
Ｒ
Ｆ
ホ
テ
ル
取
締

役
業
務
部
長
、平
成
９
年
本
学
工
学

部
教
授（
測
量
学
な
ど
担
当
）、大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、平

成
14
年
博
士
後
期
課
程
担
当
（
地

盤
工
学
特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
26

年
工
学
研
究
科
長

▼
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）長

矢�

吹�
�

徹�
�

雄�

教
授

昭
和
47
年
北
海

道
大
学
法
学
部

卒
業
、
昭
和
51

年
同
大
学
院
法

学
研
究
科
私
法
専
攻
修
士
課
程
修

了
、
昭
和
49
年
弁
護
士
登
録
、
昭
和

54
年
本
学
法
学
部
兼
任
講
師
、
昭

和
58
年
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科
助
教
授
、平
成
元
年
同
教

授
、
平
成
14
年
同
経
済
法
学
科
教

授
、
平
成
18
年
本
学
大
学
院
法
務

研
究
科
教
授
（
民
事
訴
訟
法
演
習
、

倒
産
処
理
法
な
ど
担
当
）、
平
成
25

年
法
務
研
究
科
長

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

山�
�

田�

誠せ
い

治�

経
済
学
部
教
授

平
成
元
年
東
北

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
工

業
経
済
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
中
退
、平
成
元
年
本

学
経
済
学
部
講
師
、平
成
２
年
助
教

授
、
平
成
10
年
教
授
（
中
小
企
業
論

な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
17
年
博

士
後
期
課
程
担
当（
中
小
企
業
特
殊

講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
教
務

セ
ン
タ
ー
長

▼
学
生
部
長
　

加か

藤と
う

信の
ぶ

行ゆ
き

法
学
部
教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
法
学
研

究
科
博
士
前
期

（
修
士
）
課
程
修

了
（
法
学
修
士
）、
昭
和
59
年
同
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
退
学
、同
年
同
大
学

助
手
、
昭
和
62
年
本
学
講
師
、
平
成

2
年
助
教
授
、
平
成
7
年
教
授（
国

際
法
、国
際
機
構
論
な
ど
担
当
）、大

学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
12
年
博
士
後
期
課
程
担
当
（
国

際
法
特
論
、
国
際
法
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
21
年
法
学
研
究
科
長
、

平
成
24
年
学
生
部
長

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

佐�

藤�
�

哲�
�

身�

工
学
部
教
授

昭
和
51
年
室
蘭

工
業
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科

建
築
工
学
専
攻

修
士
課
程
修
了（
工
学
修
士
）、平
成

６
年
博
士
（
工
学
［
室
蘭
工
業
大

学
］）、
昭
和
51
年
室
蘭
工
業
大
学

工
学
部
助
手
、
昭
和
57
年
本
学
工

学
部
講
師
、
昭
和
58
年
助
教
授
、
平

成
２
年
教
授（
建
築
環
境
計
画
な
ど

担
当
）、
平
成
３
年
大
学
院
工
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、平
成
７
年
博

士
後
期
課
程
担
当（
都
市
環
境
評
価

特
論
、音
環
境
計
画
特
別
講
義
な
ど

担
当
）、
平
成
24
年
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
長

▼
入
試
部
長
  

元も
と

木き

邦く
に

俊と
し

工
学
部
教
授

平
成
元
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
、平
成
元
年
本
学
工
学

部
助
手
、
平
成
３
年
講
師
、
平
成
５

年
助
教
授
、
平
成
13
年
教
授
（
電
子

回
路
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、平
成

19
年
博
士
後
期
課
程
担
当（
音
声
情

報
処
理
工
学
特
論
な
ど
担
当
）、
平

成
26
年
入
試
部
長

▼
図
書
館
長
　

安や
す

酸か
た

敏と
し

眞ま
さ

人
文
学
部
教
授

昭
和
55
年
京
都

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
、
昭
和
60
年
ヴ
ァ
ン
ダ

ー
ビ
ル
ト
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了（
Ｐ
ｈ

.Ｄ

.）、
平
成
９
年
博
士

（
文
学［
京
都
大
学
］）、日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
、日
本
生
産
性
本

部
嘱
託
、
盛
岡
大
学
助
教
授
、
聖
学

院
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
、
平
成

16
年
本
学
教
授（
人
文
学
概
論
、
北

米
文
化
論
Ⅰ
、
専
門
演
習
な
ど
担

当
）、
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
17
年
博
士
後
期
課

程
担
当（
欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
22
年
人
文
学

部
長
、
平
成
26
年
図
書
館
長

▼
開
発
研
究
所
長

小�

坂�
�

直�
�

人�

経
済
学
部
教
授

昭
和
53
年
東
北

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経

済
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
（
経
済
学
修
士
）、
昭
和

56
年
同
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
、同
年
東
北
大
学
経
済

学
部
助
手
、
昭
和
58
年
本
学
経
済

学
部
講
師
、
昭
和
59
年
助
教
授
、
平

成
３
年
教
授
（
産
業
総
論
な
ど
担

当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
、平
成
７
年
博
士
後
期
課

程
担
当
（
経
済
政
策
総
論
特
殊
講

義
、経
済
規
制
政
策
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
14
年
経
済
学
部
長
、

平
成
18
年
経
済
学
研
究
科
長
、
平

成
24
年
開
発
研
究
所
長

▼
経
済
学
部
長
　

佐�

藤�
�

信
�
�
�

教
授

平
成
４
年
北
海

道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
研
究

科
社
会
環
境
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
、平
成
６
年
北

海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
農

業
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
中
退
、昭

和
62
年
（
株
）
創
健
社
、
平
成
４
年

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、平

成
６
年
市
立
名
寄
短
期
大
学
・
名

寄
市
立
大
学
講
師
、
助
教
授
、
准
教

授
、
平
成
20
年
本
学
経
済
学
部
教

授（
非
営
利
組
織
論
な
ど
担
当
）、平

成
21
年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当（
協
同
組
合
組
織
論
特
殊
研
究

な
ど
担
当
）、
平
成
27
年
経
済
学
部

長▼
経
営
学
部
長
　石�

�
嶋�

�

芳�
�

臣�
�

教
授

平
成
６
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

経
営
学
・
会
計

学
専
攻
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
、同
年
本
学
経
済
学
部
講

師
、
平
成
７
年
経
済
学
部
助
教
授
、

平
成
15
年
経
営
学
部
助
教
授
、
平

成
16
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
平
成
19
年
教
授
（
企

業
論
な
ど
担
当
）、
平
成
24
年
博
士

（
後
期
）課
程
担
当（
現
代
企
業
論
特

殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
27
年

経
営
学
部
長

▼
法
学
部
長
　

草�
�

間�

秀�
�

樹�

教
授

平
成
10
年
明
治

大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
平
成
13
年
本
学

法
学
部
専
任
講
師
、
平
成
15
年
助

教
授
、
平
成
17
年
法
科
大
学
院
助

教
授
、
平
成
21
年
法
学
部
教
授
（
商

法
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研

学
部
学
部
長長
・・
研
究
科

研
究
科
長長
・・
機
関
長

機
関
長

学
部
学
部
長長
・・
研
究
科

研
究
科
長長
・・
機
関
長

機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

平平
成成
2727
年
度
年
度

平
成
27
年
度

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

［
教
　
員
］平

成
27
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
  教

授
・
経
済
学
部
  教
授
  小
田
清
、

大
学
院
経
済
学
研
究
科
  教
授
・

経
済
学
部
  教
授
  髙
原
一
隆
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
  教
授
・
法
学

部
  教
授
  向
田
直
範
▽
法
学
部

教
授
  リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ニ
ス
・

キ
ザ
ー
ル
▽
人
文
学
部
  教
授
  井

上
真
蔵
、
人
文
学
部
  教
授
  池
内

靜
司
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
  教

授
・
工
学
部
  教
授
  杉
本
博
之
、

大
学
院
工
学
研
究
科
  教
授
・
工

学
部
  教
授
  山
下
晴
康
▽
大
学
院

法
務
研
究
科
  教
授
・
法
学
部
  教

授
  須
田
晟
雄
、大
学
院
法
務
研
究

科
  教
授
・
法
学
部
  教
授
  稗
貫

俊
文
▽
大
学
院
経
営
学
研
究
科

教
授
・
経
営
学
部
  教
授
  山
中
亮

▽
法
学
部
  講
師
  稲
垣
浩
▽
大
学

院
法
務
研
究
科
  教
授
・
法
学
部

教
授
  北
澤
晶
、大
学
院
法
務
研
究

科
  教
授
・
法
学
部
  教
授
  三
上

英
昭
▽
人
文
学
部
  講
師
 ブ
シ
ャ

ー
・
ジ
ェ
レ
ミ
、人
文
学
部
  講
師

ニ
ー
ル
セ
ン
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
▽
経

営
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師
  米
道

知
之

平
成
27
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
  学
長
  木
村
和
範

平
成
27
年
３
月
31
日
付

退
　
職

退
　
任

解
　
任

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
 森
下
宏

美
▽
経
営
学
部
長（
教
授
）佐
藤
淳

▽
工
学
部
長（
教
授
）杉
本
博
之
▽

大
学
院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）

石
井
耕
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長

（
教
授
）
中
元
啓
司

平
成
27
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
  学
長
  木
村
和
範

平
成
27
年
４
月
１
日
付

※
再
任
を
含
む

▽
経
済
学
部
長（
教
授
）佐
藤
信
▽

経
営
学
部
長（
教
授
）石
嶋
芳
臣
▽

人
文
学
部
長（
教
授
）郡
司
淳
▽
工

学
部
長（
教
授
）真
柄
祥
吾
▽
大
学

院
経
営
学
研
究
科
長（
教
授
）佐
藤

芳
彰
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長

（
教
授
）
佐
藤
克
廣
▽
大
学
院
法
務

研
究
科
長
（
教
授
）
矢
吹
徹
雄

 

平
成
27
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
  教
授
  川
村
雅
則
▽

法
学
部
  准
教
授
  山
本
健
太
郎
▽

工
学
部
  教
授
  前
田
秀
基

平
成
27
年
４
月
１
日
付

※
再
雇
用
を
含
む

▽
法
学
部
  准
教
授
  岡
本
直
貴
▽

法
学
部
  講
師
  松
浦
和
宏
、
法
学

部
  講
師
  中
條
美
和
▽
人
文
学
部

講
師
  ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ
▽

工
学
部
  教
授
  小
幡
卓
司
、
工
学

部
 准
教
授
  菅
原
滋
晴
▽
大
学
院

法
務
研
究
科
  教
授
・
法
学
部
  教

授
 松
久
三
四
彦
、
大
学
院
法
務
研

究
科
  教
授
・
法
学
部
  教
授
  坂

口
唯
彦
、大
学
院
法
務
研
究
科
  教

授
・
法
学
部
  教
授
  稗
貫
俊
文
、

任
　
命

昇
　
格

採
　
用

就
　
任

大
学
院
法
務
研
究
科
  教
授
・
法

学
部
  教
授
  三
上
英
昭
▽
大
学
院

経
済
学
研
究
科
  教
授
・
経
済
学

部
  教
授
  小
田
清
 ▽
経
営
学
部

（
教
職
課
程
）
講
師
  大
内
修
吾

平
成
27
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科（
博
）教

授
  市
川
大
祐
、大
学
院
経
済
学
研

究
科
（
修
･博
）
教
授
  荻
原
克
男
、

大
学
院
経
済
学
研
究
科（
修
）准
教

授
  大
屋
定
晴
、大
学
院
経
済
学
研

究
科
（
修
）
准
教
授
  野
口
剛
、
大

学
院
経
済
学
研
究
科（
修
）准
教
授

宮
本
章
史
▽
大
学
院
法
学
研
究
科

（
博
）教
授
  飯
野
海
彦
、大
学
院
法

学
研
究
科（
博
）教
授
  草
間
秀
樹
、

大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
）
教
授

館
田
晶
子
、
大
学
院
法
学
研
究
科

（
修
）教
授
  松
尾
秀
哉
、大
学
院
法

学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
  谷
本
陽

一
▽
大
学
院
文
学
研
究
科（
博
）教

授
  上
野
誠
治
▽
大
学
院
工
学
研

究
科
（
博
）
教
授
  石
橋
達
勇
、
大

学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授
  越

前
谷
博
、
大
学
院
工
学
研
究
科

（
博
）教
授
  鈴
木
聡
士
、大
学
院
工

学
研
究
科（
博
）教
授
  髙
橋
考
太
、

大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）
教
授

岡
崎
敦
男
、
大
学
院
工
学
研
究
科

（
修
）教
授
  高
氏
秀
則
、大
学
院
工

学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
  内
田
ゆ

ず

平
成
27
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
法
学
部
  講
師
  石
月
真
樹
（
大

学
院
法
務
研
究
科
）

［
職
　
員
］平

成
27
年
１
月
25
日
付

大
学
院
担
当
発
令

異
　
動

退
　
職

▽
工
学
部
  臨
時
事
務
員
  古
舘
俊

久

平
成
27
年
３
月
31
日
付

▽
工
学
部
  事
務
嘱
託
  藤
崎
典
光

▽
図
書
館
  事
務
嘱
託
  林
公
子
▽

事
務
部
庶
務
課
  臨
時
労
務
職
員

石
嶋
順
子
、事
務
部
庶
務
課
  臨
時

労
務
職
員
  越
前
谷
千
江
子
、事
務

部
庶
務
課
  臨
時
労
務
職
員
  佐
々

木
雅
子
 

平
成
27
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
事
務
部
庶
務
課
  主
任
  島
尻
健

太
郎（
事
務
部
庶
務
課
書
記
）▽
入

試
部
入
試
課
  主
任
  三
上
祐
一
郎

（
入
試
部
入
試
課
書
記
）

平
成
27
年
４
月
１
日
付

▽
工
学
部
  臨
時
事
務
員
  青
木
涼

馬
▽
事
務
部
庶
務
課
  臨
時
労
務

職
員
  大
江
み
ゆ
き
、事
務
部
庶
務

課
  臨
時
労
務
職
員
  松
實
忍
▽
工

学
部
  事
務
嘱
託
  川
村
憲
治

平
成
27
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
経
済
学
部
  事
務
係
長
  黒
澤
規

央
（
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
係
長
）

▽
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
  係
長

長
野
桂（
経
済
学
部
事
務
係
長
）▽

入
試
部
入
試
課
  主
任
  和
田
幸
憲

（
経
営
学
部
主
任
）
▽
人
文
学
部

主
任
  長
勢
正
人
（
法
学
部
主
任
）

▽
経
営
学
部
  主
任
  滝
本
広
太

（
入
試
部
入
試
課
主
任
）
 ▽
入
試

部
入
試
課
  書
記
  松
田
郷
平
（
人

文
学
部
書
記
）
▽
北
海
学
園
シ
ス

テ
ム
開
発
室
情
報
シ
ス
テ
ム
支
援

課
  主
任
  安
住
信
彦
（
開
発
研
究

所
主
任
）

採
　
用

異
　
動

昇
　
格

人
事
往
来

人
事
往
来

人
事
往
来

『 

風
の
色 

』

菱
川 

和
子

絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
5

駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
来
訪

マッケンジー･クラグストン大使（左）
と森本正夫理事長
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昨
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

の
在
外
研
修
の
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
初
、
予
定
し
て
い

た
研
修
先
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ

ザ
ー
ル
（
ル
･マ
ン
／
フ
ラ
ン
ス
）

の
受
け
入
れ
が
担
当
の
先
生
の

異
動
で
突
然
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、

出
発
を
目
前
に
学
長
を
始
め
事

務
の
方
々
に
は
大
変
な
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
予
想
以
上
の
充
実
し
た
研
修

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
私
の
研
修
先
と
な
っ
た
ピ

ア
セ
・
ル
・
ラ
デ
ュ
ー
協
会
は
、
国

の
補
助
金
を
受
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
機
能
を

持
っ
た
地
方
文
化
を
継
承
す
る

施
設
で
す
。
元
々
は
建
築
の
巨
匠

コ
ル
ビ
ジ
ェ
が
こ
の
地
に
計
画

し
た
仕
事
を
地
域
住
民
が
一
つ

の
形
と
し
て
残
そ
う
と
し
た
活

動
が
こ
の
施
設
の
起
源
と
な
り

ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
と
は
、
美
術
の
世
界

で
い
う
研
究
所
の
よ
う
な
施
設

で
す
。
制
作
や
発

表
の
場
を
提
供

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
活
動
を
支

援
す
る
場
所
で

す
。
美
術
表
現
の

分
野
で
は
一
般

的
で
す
が
、
い
わ

ゆ
る
大
学
や
研

究
所
の
よ
う
に

最
先
端
の
器
材

や
様
々
な
文
献

等
を
一
つ
の
施

設
に
備
え
る
ほ

ど
の
規
模
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
ピ
ア
セ
（
県

庁
所
在
地
の
ル
･マ
ン
か
ら
北
へ

30
キ
ロ
）
は
、
サ
ル
ト
県
の
中
で

も
本
当
に
小
さ
な
町
で
す
の
で
、

こ
こ
の
施
設
の
み
を
見
て
お
世

辞
に
も
充
実
し
た
と
は
い
い
難

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
た
だ
、
こ
こ

が
フ
ラ
ン
ス
の
廃
れ
な
い
田
舎

町
の
文
化
（
社
会
）
と
い
い
ま
し

ょ
う
か
、
近
隣
の
都
市
や
町
と
の

連
携
が
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
整

っ
て
い
て
、
着
い
た
当
初
は
あ
ま

り
の
田
舎
に
多
少
躊
躇
し
ま
し

た
が
、
こ
の
１
年
の
滞
在
で
不
便

を
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
施

設
を
通
じ
て
近
隣
組
織
（
学
校
や

劇
場
、
地
元
の
企
業
な
ど
）
や
住

民
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
活
動

（
大
規
模
な
制
作
や
通
常
関
わ
り

に
く
い
場
所
で
の
発
表
な
ど
）
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
充
実

し
た
都
会
の
施
設
で
は
体
験
し

に
く
い
田
舎
独
特
の
社
会
に
触

れ
な
が
ら
の
貴
重
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
結

果
･報
告
を
兼
ね
８
月
31
日
〜
９

月
５
日
の
期
間
で
、
東
京
の
画
廊

（
巷
房
：
中
央
区
銀
座
１
｜

９
｜

８

奥
野
ビ
ル
）
に
て
個
展
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
在
外
研
修

で
は
、
諸
先
生
を
始
め
沢
山
の
事

務
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

安
倍
内
閣
の

下
で
「
農
協
改

革
」
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
２

月
12
日
の
安
倍
内

閣
施
政
方
針
演
説
で
は
、「
現

行
の
中
央
会
制
度
の
廃
止
」
や
会

計
士
に
よ
る
監
査
の
義
務
づ
け

等
に
よ
る
農
協
組
織
の
転
換
が

提
起
さ
れ
た
。
安
倍
総
理
に
あ
っ

て
は
、「
強
い
農
業
を
創
る
た
め

の
改
革
、
農
家
の
所
得
を
増
や
す

た
め
の
改
革
」
を
す
す
め
る
た

め
、
農
協
改
革
が
必
須
の
よ
う

だ
。水

面
下
で
の
準
備
は
済
ん
で

い
た
。
２
０
１
３
年
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
規
制
改
革
会
議
の

農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
、農
協
改
革
は
当
初
か

ら
の
検
討
事
項
だ
っ
た
。

現
地
視
察
や
農
業
団
体

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

頻
繁
に
行
い
、
農
協
を
含
む

農
業
改
革
の
最
後
の
会
議
が
２

０
１
５
年
２
月
10
日
。
そ
こ
で
農

業
協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
の

廃
止
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

等
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
「
農
協
改
革
」
を
ど
う
見

る
か
。
政
府
や
規
制
改
革
会
議
側

は
、「
農
協
つ
ぶ
し
」
と
い
う
批
判

は
該
当
せ
ず
、
む
し
ろ
日
本
の
農

業
を
強
く
す
る
た
め
に
必
要
な

改
革
で
あ
る
と
繰
り
返
し
強
調

す
る
。

そ
の
反
対
に
、
一
連
の
「
農
協

改
革
」
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
絡
ん
だ
多

国
籍
企
業
な
ど
の
圧
力
の
結
果

で
あ
り
、
従
来
の
農
協
の
解
体
で

あ
る
と
の
強
い
批
判
も
あ
る
。

本
当
に
圧
力
を
か
け
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
が
結
果
と

し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意

を
前
に
し
て
、
最
大
の
反
対
勢
力

で
あ
る
全
中
が
大
打
撃
を
受
け

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。　
　
　

ま
た
全
国
に
約
７
０
０
存
在

す
る
地
域
農
協
は
、「
農
協
改
革
」

の
直
接
的
な
対
象
か
ら
は
外
れ

た
。
２
０
１
５
年
４
月
の
統
一
地

方
選
挙
へ
の
配
慮
な
の
か
、
政
治

的
に
巧
妙
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
話
題
と
は
な
ら
な

い
が
、
法
改
正
も
含
む
「
農
協
改

革
」
案
は
重
大
な
問
題
点
を
有
し

て
い
る
。
農
協
法
第
８
条
の
改
正

だ
。
現
行
で
は
、
組
合
は
「
営
利

を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
そ

れ
が
、事
業

に
よ
っ
て

「
高
い
収
益

性
を
実
現
」
し
、「
農
業
所
得
の
増

大
に
最
大
限
の
配
慮
」
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
地
域
医
療

を
は
じ
め
農
村
の
住
民
生
活
を

支
え
て
き
た
農
協
事
業
を
、
経
済

機
能
に
特
化
す
る
法
案
だ
。

協
同
組
合
の
本
質
が
解
体
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。「
農
協
改
革
」

の
核
心
は
こ
こ
に
あ
る
。

経
済
学
部
教
授佐�

藤�
�

信
�
�
�

フランスの田舎町ゆえに
可能となった共同作業

工
学
部
教
授原�

�

井�

憲�
�

二�
フランス

ピアセ・ル・ラデュー協会

在外研修在外研修在外研修在外研修在外研修
報 告

地元紙「Ouest-France」に掲載された記事　ピアセに設置した
作品の前にて筆者（左から5番目）と協力者

安
倍「
農
協
改
革
」を
ど
う
見
る
か

『
紫
式
部
日
記
』
の
紫
式
部
は
、

他
人
に
心
を
閉
ざ
し
た
憂
愁
の

人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
紫
式
部

集
』
に
残
さ
れ
た
夫
藤
原
宣
孝
と

の
贈
答
歌
を
見
る
と
、
宣
孝
の
前

で
は
明
る
く
積
極
的
で
勝
気
な

紫
式
部
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
宣
孝
の
求
愛
を
ば
っ
さ
り

と
切
り
捨
て
た
り
、
宣
孝
を
な
だ

め
す
か
し
た
り
、
派
手
な
夫
婦
喧

嘩
を
繰
り
広
げ
て
み
た
り
。
彼
女

の
心
を
明
る
く
の
び
の
び
と
さ

せ
た
の
は
宣
孝
の
力
量
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

宣
孝
の
人
柄
を
鮮
や
か
に
伝

え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
『
枕
草
子
』

に
残
っ
て
い
る
。
当
時
、
吉
野
金

峰
山
の
金
剛
蔵
王
権
現
に
参
詣

す
る
人
々
は
質
素
な
浄
衣
姿
で

行
く
の
が
常
識
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
宣
孝
は
、「
浄
衣

な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
。

権
現
様
も
粗
末
な
身

な
り
に
せ
よ
と
は
お

っ
し
ゃ
る
ま
い
」
と
言
っ
て
、
紫

の
袴
に
白
い
狩
衣
、
下
に
は
派
手

な
山
吹
色
、
息
子
に
は
摺
り
模
様

の
袴
に
青
い
狩
衣
、
下
に
は
紅
を

着
せ
て
、
華
や
か
に
連
れ
立
っ
て

参
詣
し
、
見
る
者
を
仰
天
さ
せ

た
。
派
手
好
き
で
目
立
ち
た
が
り

屋
、
神
仏
を
も
恐
れ
ぬ
大
胆
不
敵

な
宣
孝
が
参
詣
後
す
ぐ
に
昇
進

で
き
た
と
は
、
そ
の
愛
敬
に
よ
っ

て
仏
を
も
靡
か
せ
た
か
。

宣
孝
は
、
四
十
五
歳
過
ぎ
で
紫

式
部
と
結
婚
し
た
頃
、
石
清
水
臨

時
祭
や
賀
茂
臨
時
祭
の
舞
人
を

務
め
て
い
る
。 齢
四
十
五
を
過
ぎ

て
人
前
で
舞
う
お
役
目
を
賜
っ

た
宣
孝
は
、
容
姿
端
麗
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
こ
の
宣
孝
、
お
茶

目
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
二
人
が
結

ば
れ
る
前
、
な
か
な
か
色
よ
い
返

事
を
も
ら
え
な
か
っ
た
時
、
宣
孝

は
恋
文
の
紙
の
上
に
朱
を
点
々

と
滴
ら
せ
て
贈
っ
て
き
た
。
求
愛

を
拒
ま
れ
た
悲
し
み
の
涙
が
枯

れ
果
て
た
末
に
血
の
涙
が
出
て

き
た
と
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
幸
せ
な
二
人
の
結
婚
生

活
は
、
宣
孝
の
死
に
よ
っ
て
二
年

余
り
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。
そ
の

後
、
娘
を
抱
え
て
未
亡
人
に
な
っ

た
紫
式
部
が
執
筆
し
た
の
が
『
源

氏
物
語
』
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

宣
孝
の
面
影
は
『
源
氏
物
語
』

の
中
に
生
き
て
い
る
。
容
姿
端

麗
、
奇
抜
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
大

胆
不
敵
、
皆
に
愛
さ
れ
る
光
源
氏

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
夫
宣
孝
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ヒ
ト
が
眼
で
見
た
情
報
は
脳

内
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
─
─
。
私
の
研
究
室
で

は
、
工
学
研
究
科
の
ハ
イ
テ
ク
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
研
究
の
一
環
と
し
て
約
15
年

に
わ
た
り
、
脳
波
計
測
と
そ
の
デ

ー
タ
解
析
に
よ
っ
て
こ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
３
月
、
一
つ

大
き
な
研
究
成
果
を
国
内
の
学

会
に
発
表
し
、
３
月
19
日
付
け
北

海
道
新
聞
の
夕
刊
に
も
取
り
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
の

ク
ラ
ブ
の
エ
ー
ス
か
ら
キ
ン
グ

ま
で
13
種
類
の
カ
ー
ド
の
中
か

ら
、
ヒ
ト
が
見
た
カ
ー
ド
や
思
い

浮
か
べ
た
カ
ー
ド
を
脳
波
で
当

て
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
判
別
率

が
90
％
を
超
え
、10
種
類
以
上
の

対
象
物
を
区
別
で
き
た
こ
と
は

画
期
的
な
こ
と
だ
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

ヒ
ト
が
向
き
を
示
す
文
字

「
上
」「
下
」「
左
」「
右
」
あ
る

い
は
記
号
「
↑
」「
↓
」「
←
」

「
→
」を
黙
読
す
る
際
の
脳
波

を
計
測
し
た
結
果
、
逆
の
向

き
を
表
す
文
字
や
記
号
、
例

え
ば
「
右
」
と
「
左
」、「
←
」

と「
→
」を
黙
読
し
た
時
の
脳

波
が
反
転（
対
称
的
）に
な
る

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ

の
反
転
を
ス
イ
ッ
チ
と
し
て

応
用
で
き
る
と
考
え
、
脳
波

で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
ブ
レ

イ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
（
Ｂ
Ｃ
Ｉ
）
へ

の
応
用
も
試
み
て
き
ま
し

た
。さ

ら
に
、
脳
波
信
号
の
判

別
に
は
、
従
来
か
ら
着
目
し
て
き

た
右
上
前
頭
回
に
対
応
す
る
国

際
10
─

20
法
の
２
、
４
、
６
、
12

番
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
出
力
さ
れ
る

信
号
が
有
効
と
確

認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
、失

語
症
の
基
礎

研
究
の
た
め

に
計
測
し
て

い
た
10
種
類

の
同
一
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
画

像
に
対
す
る

脳
波
を
分
析

し
、
ほ
ぼ
80
％

の
判
別
率
の

結
果
を
得
て

い
た
こ
と
か

ら
、
ト
ラ
ン
プ
で
も
同
様
に

判
別
可
能
と
考
え
、
ク
ラ
ブ

の
１
か
ら
13
ま
で
の
カ
ー
ド

を
３
人
の
被
験
者
が
「
見
た
」

時
と「
思
い
浮
か
べ
た
」時
の

脳
波
を
計
測
し
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
入
力
。
３
人
に
そ
れ

ぞ
れ
約
１
０
０
回
、
順
不
同

に
カ
ー
ド
を
「
見
る
」「
思
い

浮
か
べ
る
」
動
作
を
し
て
も
ら

い
、
そ
の
脳
波
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
判
別
さ
せ
た
結
果
、
事
前
に

10
回
程
度
の
学
習
実
験
が
必
要

で
す
が
、
90
％
を
超
え
る
確
率
で

当
て
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
特

に
、「
４
」
か
ら
「
13
」
ま
で
の
判

別
率
は
１
０
０
％
で
し
た
。
こ
れ

で
、
ト
リ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
た
ト

ラ
ン
プ
当
て
マ
ジ
ッ
ク
が
種
な

し
で
科
学
的
に
可
能
と
な
っ
た

わ
け
で
す
。

今
後
こ
の
研
究
は
、
車
い
す
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、
体
の
不
自
由

な
人
の
た
め
の
家
事
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
へ
応
用
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

人
文
学
部
准
教
授

井�

野�

葉�
�

子�

トピックス
39

紫
式
部
の
旦
那
さ
ま

研
究
研
究
室室
のの

窓窓

工
学
部
教
授山�

�

ノ�

井�

髙�
�

洋�
�

思い浮かべたカード 脳波で判別

視覚情報処理実験室にて脳波でカードを当てる実験に取り組む

経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
５
月
15

日
、
50
番
教
室
に
お
い
て
、
札

幌
市
平
成
27
年
度
大
学
提
案

型
共
同
研
究
報
告
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
経
営

学
部
・
内
藤
永
教
授
と
浦
野

研
教
授
を
含
む
４
人
の
研
究

者
と
札
幌
市
経
済
局
の
共
同

研
究
事
業
チ
ー
ム
で
行
わ
れ

た
「
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
担

う
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
モ

デ
ル
構
築
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
で
、
本
学
の
学
生
が
実
践
的
モ

デ
ル
と
な
り
、
事
前
の
勉
強

会
、企
業
商
品
調
査
、模
擬
商

談
会
を
経
て
、
商
談
会
の
通

訳
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

へ
と
派
遣
し
た
も
の
。

研
究
代
表
者
の
内
藤
教
授

か
ら
、
学
生
た
ち
の
成
長
過

程
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
商

談
会
に
参
加
し
た
学
生
４
名

が
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
な
し

に
、
実
際
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の

や
り
取
り
を
再
現
し
た
。

経
営
学
部
は
今
後
も
継
続
し

て
学
生
通
訳
を
派
遣
し
て
い
く
。

経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

海外商談会で学生が通訳

研究報告する経営学部・内藤永
教授と商談会の様子を再現し
た経営学部生たち

メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
「
集
団
的

過
熱
取
材
の
何
が
問
題
か
？
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
33
回
法
学

部
×
地
域
連
携
カ
フ
ェ
が
３
月

７
日
、
Ｄ
20
番
教
室
で
開
か
れ

た
。
話
し
手
は
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

論
文
問
題
で
大
き
く
注
目
さ
れ

た
小
保
方
晴
子
氏
の
弁
護
士
で

あ
る
三
木
秀
夫
氏
、
聞
き
手
は
法

学
部
・
韓
永
學
教
授
。

社
会
の
関
心
が
高
い
犯
罪
や

事
故
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
多

く
の
記
者
や
カ
メ
ラ
を
出
し
、
当

事
者
や
家
族
、
周
辺
の
関
係
者
な

ど
を
過
度
に
取
材
し
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
の
が
メ
デ
ィ
ア

ス
ク
ラ
ム
。
三
木
弁
護
士
は
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｐ
細
胞
論
文
問
題
に
お
い
て

こ
れ
を
体
験
し
「
事
実
上
の
社
会

的
抹
殺
状
況
。
反
論
の
機
会
も
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
こ
の
問
題
の
報
道
に
つ
い
て

第33回法学部×地域連携カフェ。右から
聞き手の法学部・韓永學教授、話し手の
三木秀夫弁護士、店長・樽見弘紀教授

第
33
回
法
学
部
×
地
域
連
携
カ
フ
ェ

韓
教
授
は
「
小
保
方
さ
ん
個
人
に

焦
点
を
あ
て
た
野
次
馬
的
な
取

り
あ
げ
方
に
な
っ
て
い
た
」
と
指

摘
し
、「
小
学
生
の
う
ち
か
ら
、
正

し
い
報
道
を
見
抜
く
力
を
養
う

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
取
り

組
み
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

第
34
回
法
学
部
カ
フ
ェ
は
５

月
18
日
、「
ム
ー
ミ
ン
と
イ
ッ
タ

ラ
の
国
 フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
」

と
題
し
、
60
番
教
室
で
開
か
れ

た
。
話
し
手
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大

学
合
同
北
海
道
事
務
所
代
表
の

ユ
ハ
・
ト
ゥ
イ
ス
ク
氏
、
聞
き
手

は
法
学
部
・
五
十
嵐
素
子
准
教

授
。
北
海
道
と
ほ
ぼ
同
じ
人
口
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
人
口
が
少
な

い
が
故
に
み
な
平
等
と
い
う
考

え
で
教
育
が
行
わ
れ
る
。
教
育
費

は
無
料
、教
師
は「
第
三
の
親
」と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
存
在
で
あ
る
。

参
加
者
は
、
日
本
と
比
較
し
な
が

ら
、
興
味
深
く
聞
い
て
い
た
。

第34回法学部カフェ。ユハ・
トゥイスク氏（右）と法学部・
五十嵐素子准教授

第
34
回
法
学
部
カ
フ
ェ
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本
学
工
学
部
建
築
学
科
の
同

窓
会
「
木
端
会
」
が
、
札
幌
市
内

に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
の
保
全

予
備
調
査
（
老
朽
度
調
査
）
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
「
旧
永

山
武
四
郎
邸
新
棟
」（
平
成
22
年

２
月
実
施
）
と
、「
つ
き
さ
っ
ぷ
郷

土
資
料
館
」（
平
成
24
年
12
月
実

施
）
の
２
棟
を
手
掛
け
た
。

旧
永
山
武
四
郎
邸
は
、
屯
田
兵

の
生
み
の
親
と
も
い
わ
れ
た
第

２
代
北
海
道
庁
長
官
・
永
山
武

四
郎
が
明
治
10
年
代
前
半
に
私

邸
と
し
て
建
て
た
も
の
。
全
体
が

重
厚
で
簡
素
な
デ
ザ
イ
ン
、
洋
風

応
接
室
と
書
院
座
敷
が
隣
り
合

わ
せ
な
ど
和
洋
折
衷
様
式
を
取

り
入
れ
た
こ
の
建
物
は
、
以
後
の

北
海
道
明
治
期
の
特
色
あ
る
住

宅
建
築
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
つ
な
が
る
北
側
の
２

階
建
て
の
棟
は
、
昭
和
12
年
頃
に

三
菱
鉱
業
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

が
社
員
寮
と
し
て
付
設
し
た
も

の
で
、
旧
永
山
邸
は
貴
賓
室
と
し

て
大
事
に
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
60

年
に
土
地
・
建
物
は
す
べ
て
札

幌
市
へ
寄
贈
。
旧
永
山
邸
は
昭
和

62
年
に
北
海
道
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
現
在
は
「
永
山
記
念

公
園
」
と
し
て
建
物
を
含
め
た
一

帯
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
平
成
22

年
に
木
端
会
が
調
査
し
た
の
は
、

旧
永
山
邸
北
側
の
新
棟
、
旧
社
員

寮
で
あ
る
。

つ
き
さ
っ
ぷ
郷
土
資
料
館
は
、

昭
和
16
年
に
陸
軍
北
部
軍
司
令

官
官
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
赤

レ
ン
ガ
の
２
階
建
て
洋
館
。
昭
和

25
年
か
ら
58
年
ま
で
北
海
道
大

学
の
月
寒
学
寮
と
し
て
使
用
さ

れ
た
の
ち
、
札
幌
市
が
国
か
ら
譲

り
受
け
た
。
現
在
こ
の
資
料
館

は
、
月
寒
地
区
町
内
会
連
合
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
・
管
理

さ
れ
て
い
る
。

昭
和
58
年
に
設
立
さ
れ
た
木

端
会
は
年
１
回
の
総
会
を
開
き
、

卒
業
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
促
進
を
図
っ
て
き
た
。

歴
史
的
建
造
物
調
査
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
経
緯
に

つ
い
て
木
端
会
第
４
代
会
長
の

白
鳥
健
志
氏
（
札
幌
駅
前
通
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
代
表
取
締
役
・

建
築
学
科
昭
和
47
年
度
卒
）
は

「
同
窓
会
員
の
建
築
技
術
や
専
門

知
識
を
活
用
し
て
社
会
貢
献
を

し
よ
う
と
協
議
し
て
、
２
年
に
１

回
位
の
ペ
ー
ス
で
、
学
生
も
交
え

て
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

調
査
し
た
２
棟
の
建
物
は
、
ま

だ
文
化
財
の
指
定
は
受
け
て
い

な
い
が
、
将
来
、
そ
の
公
算
は
大

き
い
。
調
査
の
目
的
は
、
歴
史
建

築
物
の
適
切
な
維
持
保
全
に
向

け
て
、
改
修
が
必
要
な
箇
所
や
範

囲
な
ど
を
概
ね
把
握
し
て
札
幌

市
に
報
告
し
、
今
後
の
保
全

計
画
策
定
の
た
め
の
参
考
に

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。

文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
た

め
に
は
歴
史
や
デ
ザ
イ
ン
性
、
設

計
者
、
優
れ
た
技
術
が
使
わ
れ
て

い
る
か
な
ど
総
合
的
に
判
定
さ

れ
る
。
白
鳥
氏
は
「
指
定
さ
れ
な

い
と
結
局
、
朽
ち
果
て
る
か
、
売

却
さ
れ
る
か
、
壊
さ
れ
て
し
ま

う
。
札
幌
は
歴
史
が
な
い
と
い
い

つ
つ
壊
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
し
か
る
べ
き
建
物
は
き
ち
ん

と
保
全
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の

活
動
は
意
義
が
あ
る
」
と
話
す
。

調
査
に
は
、
旧
永
山
邸
新
棟
に

11
名（
内
学
生
２
名
）、つ
き
さ
っ

ぷ
郷
土
資
料
館
に
９
名
（
内

学
生
４
名
）が
参

加
し
た
。
調
査
方

法
は
目
視
で
、
写

真
を
撮
り
、
図
面
で

そ
の
場
所
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。

両
方
の
調
査
に

リ
ー
ダ
ー
と
し

て
参
加
し
た
一
級
建
築
士

の
中
島
正
晴
氏
（
有
限
会
社
中
島

建
築
設
計
事
務
所
代
表
取
締

役
・
昭
和
53
年
卒
）は
、「
調
査
に

は
作
戦
が
必
要
で
す
。
写
真
だ
け

で
も
膨
大
な
量
に
な
る
の
で
、
最

初
に
歩
く
ル
ー
ト
を
決
め
順
番

に
写
真
を
撮
っ
て
記
録
し
て
い

き
ま
す
」
と
順
調
に
行
わ
れ
た
調

査
方
法
を
説
明
。
学
生
た
ち
は
力

仕
事
や
記
録
係
な
ど
の
手
伝
い

で
機
動
力
を
発
揮
し
、
社
会
に
出

る
前
の
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

報
告
書
は
市
の
要
望
に
よ
り
、

建
築
の
素
人
で
も
わ
か
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る
。
調
査
資
料
一

枚
一
枚
に
写
真
と
そ
の
場
所
を

図
面
で
示
し
劣
化
状
況
等
を
記

載
。
巻
末
に
は
、
建
築
用
語
と
建

築
部
位
名
称
を
写
真
付
き
で
解

説
し
た
。
中
島
氏
は
「
調
査
を
終

え
て
、
み
ん
な
で
建
物
の
活
用
法

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
保
全

の
調
査
で
す
が
、
報
告
書
に
は
そ

れ
ら
も
入
れ
ま
し
た
」
と
語
る
。

本
学
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
技
術
と
経

験
を
活
か
し
た
活
動
で
、
一
つ
で

も
多
く
の
文
化
遺
産
が
残
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

文化遺産
たずねてを

旧永山武四郎邸新棟
つきさっぷ郷土資料館

（札幌市）

木
端
会
が
歴
史
的
建
造
物
保
全
に
貢
献

木端会会長・白鳥健志氏（右）と同会員・中島正晴氏

木端会のメンバーと学生９名で
つきさっぷ郷土資料館の調査

重厚感あるレンガ造りのつきさっぷ郷土資料館
（札幌市豊平区月寒東2条2丁目3番地9号）

門に旧陸軍北部軍司令官
官邸と掲げられている

右が旧永山武四郎邸、左は木端会が調査を行った新棟で昭和12年頃に三菱
鉱業セメント社員寮として付設された（札幌市中央区北2条東6丁目2番地）

同
窓
会
支
部

木
端

�

�

�

会�
�

■
設
立
：
１
９
８
３
年

（
昭
和
58
年
）２
月

■
会
員
：
北
海
学
園
大
学

工
学
部
建
築
学
科
卒
業
生

■
会
員
数
：
約
４
千
人

■
支
部
の
創
設
：
建
築
学
科
第

一
期
卒
業
生
が
誕
生
し
て
11

年
後
、故
浮
田
教
授
か
ら「
卒
業

生
同
士
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
っ
て
仕
事
や
人
生
に
活
か
す

べ
き
」
と
同
窓
会
を
設
立
。「
木

端
会
」と
い
う
名
は『
君
ら
は
卒

業
し
た
と
き
は
大
工
の
端
っ
く

れ
以
下
（
木
端
）。
切
磋
琢
磨
し

て
一
人
前
の
大
工（
技
術
者
）に

な
っ
て
欲
し
い
』
と
、
故
新
穂

教
授
が
付
け
た
。

■
活
動
：
毎
年
、
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
し
、
学
生
も
招
い
て

互
い
の
親
睦
を
深
め
る
。ま
た
、

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
平
成

22
年
か
ら
歴
史
的
建
築
物
の

状
況
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

◀木端会が作成
した旧永山武四
郎邸新棟の調査
報告書の一部。
建築の素人でも
わかるよう工夫
されている

▲旧永山邸
新棟の調査
にあたった
メンバー

旧永山邸新棟２階ロビー

こ
の
本
は
本
学
経
済
学
部
の

教
員
に
よ
る
「
シ
リ
ー
ズ
社

会
・
経
済
を
学
ぶ
」
出
版
企
画

か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
経
済
学

部
の
小
田
清
先
生
か
ら
お
話
を

い
た
だ
い
た
時
に
は
、
す
で
に

経
済
史
の
教
科
書
に
つ
い
て
は

名
著
が
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る

中
で
、
ま
だ
自
身
の
研
究
を
単

著
に
ま
と
め
て
い
な
い
状
況
の

私
が
あ
え
て
教
科
書
を
出
す
意

味
は
あ
る
か
し
ば
ら
く
悩
み
、

初
め
は
お
断
り
を
し
よ
う
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
他
方
で
、
自
身
が
担

当
す
る
日
本
経
済
史
の
授
業
で

は
、
専
門
的
な
経
済
史
の
諸
事

項
を
学
ぶ
以
前
に
、
受
験
歴
史

の
暗
記
科
目
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
、
そ
も
そ
も
歴
史
に
興
味
が

な
い
、
あ
る
い
は
歴
史
用
語
や

経
済
史
用
語
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を

感
じ
た
た
め
に
、
歴
史
自
体
の

面
白
さ
に
た
ど
り
つ
け
て
い
な

い
学
生
が
多
い
の
で
は
な
い

か
、
そ
う
い
う
思
い
を
抱
く
よ

う
に
な
り
、
こ
の
貴
重
な
出
版

の
機
会
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
入
り
口
を
も
う
少
し

柔
ら
か
く
し
、
内
容
も
初
歩
的

な
と
こ
ろ
か
ら
解
説
す
る
こ
と

で
、
日
本
史
を
と
っ
た
こ
と
の

な
い
人
に
も
入
り
や
す
い
教
科

書
を
心
が
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
中
身
を
貫
く
理
論
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
と
い
う
か
、
今
や
レ
ト
ロ

な
？
歴
史
の
見
方
を
中
心
に
用

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
様
々

な
理
論
が
打
ち
出
さ
れ
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
初
め
て
経
済
史
を
学
ぶ

皆
さ
ん
へ
、
あ
え
て
手
垢
の
つ

い
た
「
こ
な
れ
た
」
理
論
で
通
す

こ
と
で
、
内
容
の
理
解
の
し
や

す
さ
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
。
た

だ
し
、
一
つ
の
見
方
だ
け
で
な

く
複
眼
的
に
み
る
こ
と
は
大
学

の
講
義
で
大
切
な
こ
と
で
す
か

ら
、
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
（
複
雑
に
な
り
過
ぎ
て
理

解
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
）、
学
界

の
最
新
成
果
や
議
論
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
講
義
で
質

問
を
多
く
受
け
た
事
項
や
答
案

で
勘
違
い
が
多
か
っ
た
事
項
に

つ
い
て
は

や
や
詳
細

に
説
明
し

ま
し
た
。

そ
の
分
、

歴
史
知
識

の
あ
る
方

に
は
少
し
回
り
く
ど
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

し
、
あ
る
い
は
説
明
が
物
足
り

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
巻

末
に
挙
げ
た
、
よ
り
内
容
を
深

く
掘
り
下
げ
た
経
済
史
の
専
門

書
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
歴

史
に
興
味
を
持
っ
て
（
あ
る
い

は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
？
）

さ
ら
に
歴
史
の
勉
強
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
筆
者
と

し
て
は
望
外
の
幸
せ
で
す
。

『歴史はくり返すか
近代日本経済史入門』

日本経済評論社 2015年

を

市川 大祐経済学部教授
いち  かわ    だい  すけ

自著自著自著自著
語る語る語る 1

経
済
史
へ
の
入
り
口
を
柔
ら
か
く
解
説

新
任
教
員

新
任
教
員
ああ
いい
ささ
つつ

新
任
教
員

新
任
教
員
ああ
いい
ささ
つつ

新
任
教
員
あ
い
さ
つ

平平
成成
2277
年
度
年
度

平
成
27
年
度

四
月
よ
り
経

営
学
部
（
教
職

課
程
）
に
着
任

し
ま
し
た
大
内

修
吾
で
す
。
三
十
七
年
間
の
公
立
学

校
教
員
を
定
年
退
職
し
、
母
校
北
海

学
園
大
学
で
奉
職
出
来
る
こ
と
を

幸
せ
に
存
じ
ま
す
。
公
民
科
教
育
法

は
じ
め
講
義
、
演
習
を
通
し
て
将
来

の
教
育
者
育
成
に
全
力
で
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
子
情
報
工
学
科

准
教
授

菅�
�

原�
�

滋�
�

晴�
�

経
営
学
科（
教
職
課
程
）

講
師
  

大�
�

内�
�

修�
�
�

吾�

本
年
度
よ

り
法
学
部
に

着
任
致
し
ま

し
た
。
英
語
講

読
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
授
業
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
は
東

京
。
そ
の
後
愛
媛
と
仙
台
で
育
ち
、

大
学
院
進
学
と
同
時
に
は
じ
ま
っ

た
札
幌
で
の
生
活
も
気
付
け
ば
８

年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
専
門
は

現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
で
す
。F.Scott

Fitzgerald
の
短
編
作
品
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

た
。「
民
事
実
務
演
習
」「
現
代
財
産

法
特
論
」「
民
事
裁
判
実
務
」「
刑
事

模
擬
裁
判
」
を
担
当
し
ま
す
。
札
幌

市
内
に
事
務
所
を
構
え
る
現
役
の

弁
護
士
で
す
。
実
務
で
の
経
験
を
活

か
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
法
律
家
と

い
う
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法
律
学
科

講
師

松�
�

浦�
�

和�
�

宏�
�

地
方
政
治

論
を
担
当
し

ま
す
。
東
京
出

身
で
大
学
院

で
は
熊
本
県
の
政
治
を
研
究
し
ま

し
た
。
北
海
道
は
初
め
て
で
す
が
、

部
外
者
の
視
点
を
生
か
し
て
北
海

道
政
治
を
観
察
・
分
析
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
テ
キ
サ
ス
に
留
学
し
教

え
て
い
た
経
験
か
ら
、
大
ら
か
で
素

朴
な
土
地
柄
が
北
海
道
と
共
通
す

る
と
思
い
、
北
海
学
園
の
学
生
に
教

え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

政
治
学
科

講
師

中�
�

條�
�
�

美�

和�

法
曹
を
目

指
し
日
夜
勉

強
に
励
ん
で

い
る
法
科
大

学
院
生
の
み
な
さ
ん
が
、
最
も
効
率

よ
く
民
法
を
学
び
、
広
く
深
い
視
野

を
も
っ
た
良
き
隣
人
、
良
き
社
会
人

と
し
て
巣
立
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
、

微
力
を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、
教
育

研
究
に
専
心
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
人
的
に
も
物
的
に
も
大
変
素

晴
ら
し
い
環
境
を
備
え
た
北
海
学

園
大
学
で
の
教
育
研
究
生
活
を
心

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

法
科
大
学
院

（
法
務
研
究
科
）教
授

松�
�

久�
�

三�

四�

彦�
�

経
営
学
部

岡
本
と
申

し
ま
す
。
専
攻

及
び
担
当
科

目
は
「
経
済

法
」
で
す
。
独
占
禁
止
法
と
競
争
政

策
、
と
り
わ
け
国
際
事
件
に
対
す
る

独
占
禁
止
法
の
適
用
如
何
と
い
う

問
題
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
教
育

に
お
い
て
は
、
ゼ
ミ
に
お
い
て
元
気

の
い
い
１
年
生
に
囲
ま
れ
、
さ
っ
そ

く
今
後
が
楽
し
み
な
展
開
で
す
。
こ

の
上
な
い
学
園
環
境
の
中
で
、
今
後

と
も
研
究
と
教
育
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

政
治
学
科

准
教
授

岡�
�

本�
�

直�
�

貴�

法

学

部

梁
工
学
、
鋼
構
造
学
な
ど
で
、
鋼
橋

の
維
持
管
理
や
損
傷
同
定
の
研
究

を
し
て
い
ま
す
。
各
地
を
転
々
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
故
郷
に
帰
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
本
学
で

充
分
な
教
育
・
研
究
を
行
う
た
め

に
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
皆
さ
ん

と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

社
会
環
境
工
学
科

教
授

小�

幡�
�

卓�
�

司�

工

学

部

法
務
研
究
科

(
法
科
大
学
院
）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆本
年
４
月

よ
り
法
科
大

学
院
に
着
任

い
た
し
ま
し

法
科
大
学
院

（
法
務
研
究
科
）教
授

坂�
�

口�
�

唯�
�

彦�
�

今
年
度
か

ら
電
子
情
報

工
学
科
に
着

任
し
ま
し
た
。

主
に
、
家
電
製
品
の
素
と
な
る
電

子
材
料
の
物
性
を
専
門
と
し
、
関

連
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
学

生
の
皆
様
に
は
、
専
門
性
に
磨
き

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
衛

生
に
配
慮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
保
安
教
育
に
も
尽
力
す

る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
年
４
月

に
着
任
し
ま

し
た
小
幡
で

す
。
専
門
は
橋
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３
位
の
受
賞

と
な
り
ま
し

た
（
本
学
受

験
者
の
合
格
率
85
・
19
％
）。

３
月
17
日
東
京
の
法
曹
会
館

で
開
か
れ
た
授
賞
式
に
は
、
主
催

者
を
含
め
43
名
が
出
席
し
、
各
受

賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
渡
さ

れ
、
授
賞
式
後
の
懇
談
会
で
は
出

席
者
の
受
験
対
策
や
取
組
状
況

な
ど
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
学
体
育
会
O
B
連
合
会
長
と

し
て
、
長
年
に
亘
り
ご
尽
力
頂
い

た
関
川
純
也
氏
（
昭
和
28
年
度

卒
・
経
済
学
部
経
済
学
科
１
期

生
）
へ
深
い
謝
意
を
表
し
、
３
月

12
日
、
現
会
長
・
高
橋
功
氏
、
同

学部長
研究科長
に 聞く

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
カ

ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か

ら
、
本
年
度
前
期
の
交
換
教
員
と

し
て
、
オ
オ
エ
・
デ
ィ
ア
ナ
芸
術

学
部
准
教
授
が
着
任
し
た
。

７
月
末
ま
で
の
滞
在
期
間
中
、

「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅰ
」の
講

義
を
担
当
す
る
。

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
大
か
ら
交
換
教
員

オ
オ
エ
准
教
授
着
任

オオエ・ディアナ准教授（左）と木村和範学長

─
工
学
部
の
特
色
は
？

真
柄
先
生

工
学
部
は
、
昭
和
43

年
に
開
設
さ
れ
た
土
木
工
学
科

と
建
築
学
科
の
２
学
科
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
、
北
国
固

有
の
積
雪
寒
冷
な
地
域
に
根
ざ

し
た
技
術
に
基
づ
く
道
路
、
橋
、

ダ
ム
、
港
湾
等
の
建
設
や
、
住
宅
、

ビ
ル
の
建
設
に
従
事
す
る
技
術

者
や
、
特
に
道
内
を
中
心
と
し
た

多
く
の
公
務
員
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。
約
20
年
に
わ
た
っ
た

２
学
科
体
制

は
、
そ
の
後

の
電
子
・
情

報
技
術
の
め

ざ
ま
し
い
発

展
に
伴
っ

て
、
昭
和
62

年
に
時
代
の

要
請
に
応
え

て
、
電
子
情
報
工
学
科
が
開
設
さ

れ
３
学
科
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
25
年
を
経

て
、
平
成
24
年
に

新
た
に
生
命
工
学

科
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
人
間
生
活
を

営
む
上
で
基
礎
と
な
る
建
設
系

の
２
学
科
と
、
時
代
の
要
請
に
こ

た
え
て
設
置
さ
れ
た
２
学
科
の

４
学
科
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

─
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

真
柄
先
生

開
発
一
辺
倒
か
ら
環

境
に
配
慮
し
た
技
術
の
習
得
を

目
指
し
て
、
土
木
工
学
科
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
学
科
名
称

を
社
会
環
境
工
学
科
に
変
更
し
、

さ
ら
に
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
ま

し
た
。
建
築
学
科
に
お
い
て
も
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
随

時
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
子
情
報
工
学
科
に
つ
い
て
も

改
組
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
電

子
情
報
工
学
科
の
人
間
情
報
系

と
生
命
科
学
を
融
合
し
た
生
命

工
学
科
を
新
た
に
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。
今
、
工
学
部
の
最
重
要
事

項
の
一
つ
は
、
工
学
部
で
一
番
新

し
い
生
命
工
学
科
の
卒
業
生
を

無
事
に
社
会
に
送
り
出
す
こ
と

で
す
。
学
生
の
希
望
が
叶
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
新
た
な
就

職
先
の
開
拓
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
は
生
命
工
学
を

よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に

広
報
活
動
等
に
力
を
入
れ
て
、
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
入
学
と
就
職
は
重
要
課
題
で
す
。

真
柄
先
生

ゆ
と
り
教
育
か
ら

以
前
の
教
育
に
戻
し
、
そ
の
教
育

を
受
け
て
き
た
高
校
生
が
大
学

受
験
を
迎
え
て
い
ま
す
。
数
学
、

理
科
の
授
業
数
が
増
え
て
い
る

の
で
、
工
学
系

志
望
者
が
増
え

る
と
い
い
で
す

ね
。就
職
は
、特

に
東
日
本
大
震
災
以
降
、
建
設
関

係
の
技
術
者
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
就
職
が
良
く
な
り
優

秀
な
学
生
が
入
っ
て
く
る
と
い

う
好
循
環
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

真
柄
先
生

や
は
り
一
般
に
言

わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
本
学
部
の

学
生
に
つ
い
て
も
、
良
い
意
味
で

「
お
と
な
し
い
」「
純
朴
」
で
あ
り
、

生
命
工
学
科
一
期
生
が
就
活
へ

教
職
員
一
丸
と
な
り
広
報
活
動

教授

工学部長

真柄 祥吾
ま がら しょうご

─
経
済
学
研
究
科
の
特
色
は
？

佐
藤
先
生

研
究
分
野
は
組
織

経
営
、
組
織
情
報
、
組
織
心
理
と

大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
い
ろ
い
ろ

な
科
目
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
生
が
履
修
し
や
す
い
よ

う
、
８
つ
の
講
義
科
目
履
修
モ
デ

ル
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
本
研
究

科
の
特
徴
の
一
つ
は
、
心
理
学
の

分
野
が
あ
り
、
そ
の
科
目
が
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
２
０

１
２
年
度
か
ら
は
医
療
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
履
修
モ
デ
ル
の
講
義

科
目
を
整
備
し
て
ま
す
。
現
在
の

在
籍
学
生
の
特
徴
は
、
働
き
な
が

ら
勉
強
し
て
い
る
社
会
人
学
生

が
多
い
と
い
う
こ
と
。
中
国
か
ら

の
留
学
生
３
人
以

外
は
全
て
社
会
人

で
す
。
社
会
人
学

生
は
、
自
分
の
職

場
や
仕
事
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
明

確
な
問
題
意
識
・
研
究
テ
ー
マ

を
持
っ
て
進

学
し
て
い
る

こ
と
が
多

く
、
約
半
分

が
看
護
師
の

資
格
を
有
し

て
る
方
で

す
。ま
た
、博

士
号
取
得
の

た
め
に
本
学
で
研
究
を
し
て
い

る
現
役
の
大
学
教
員
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

─
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

佐
藤
先
生

本
研
究
科
は
こ
れ

ま
で
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
社
会
人
に
対
す
る
対

応
と
し
て
、
夜
間
・
土
曜
日
開
講

や
長
期
履
修
制
度
の
整
備
、
新
し

い
履
修
モ
デ
ル
や
新
科
目
の
設

置
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
学
生
の
質
保
証
の
た
め
の
改

革
と
し
て
、
一
つ
は
履
修
を
４
単

位
か
ら
２
単
位
に
分
け
た
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
科
目
を
履
修

し
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
か
ら
幅
広

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
指
導
も
基

本
的
に
３
名
の
教
員
で
行
う
複

数
指
導
体
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

一
昨
年
度
か
ら
は
、
博
士
課
程
の

入
試
方
法
を
よ
り
厳
格
化
し
、
受

験
生
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
発
表
し
て
も
ら
い
点
数
化
し

て
合
否
判
定
に
加
え
ま
し
た
。
新

研
究
科
長
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
整

備
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
制
度
を

定
着
さ
せ
、
よ
り
確
実
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
一

つ
目
の
抱
負
で
す
。
二
つ
目
は
、

学
生
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

設
計
を
持
っ
て
大
学
院
に
進
ん

で
き
た
わ
け

で
、
論
文
を
提

出
し
て
無
事
修

了
す
る
こ
と
が

第
一
の
目
標
に
な
り
ま
す
か
ら
、

夢
半
ば
で
断
念
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
も

含
め
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

─
院
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

佐
藤
先
生
　
論
文
を
書
く
た
め

に
は
、
短
時
間
で
も
毎
日
継
続
し

て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
研
究
テ
ー
マ
を
絞
り
込
む

の
は
大
変
で
す
が
、
勉
強
を
続
け

悪
い
意
味
で
「
何
を
考
え
て
い
る

か
が
わ
か
ら
な
い
」「
受
動
的
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ
り
ま
す

が
、
平
均
的
に
は
こ
の
よ
う
に
見

え
ま
す
。
昔
は
「
や
ん
ち
ゃ
で
乱

暴
」
で
も
「
や
る
と
き
に
は
や
る
」

「
失
敗
を
も
の
と
も
し
な
い
」
学

生
が
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も

っ
と
「
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
」

「
し
ら
け
な
い
で
」
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

真
柄
先
生

最
近
は
忙
し
く
な

っ
て
、
な
か
な
か
行
け
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
映
画
を
よ
く
見
に
行

き
ま
す
。
ア
ニ
メ
以
外
は
何
で
も

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
シ
ル

バ
ー
料
金
で
行
け
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
は
し
ご
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

真
柄
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
新
版
 空
間
 時
間
 建
築
〈
復
刻

版
〉』
Ｓ
・
Ｇ
ｉ
ｅ
ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
 著
、

太
田
實
 訳
（
丸
善
出
版
）

て
い
る
う
ち
に
か
な
り
絞
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
心
身
共
に
健
康
に

気
を
つ
け
て
、
指
導
教
員
や
院
生

仲
間
と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
研
究
を
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

佐
藤
先
生

休
日
は
ゆ
っ
く
り

起
き
て
ま
ず
テ
レ
ビ
を
見
る
。
あ

と
は
妻
の
買
い
物
に
付
き
合
っ

た
り
、
天
気
が
良
け
れ
ば
隣
の
町

ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
、
一

泊
で
小
旅
行
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
頼
ま
れ
た
ら
、
庭
の
掃
除

な
ど
力
仕
事
も
や
り
ま
す
。
夕
方

か
ら
大
学
に
出
る
こ
と
も
結
構

あ
り
ま
す
ね
。
家
に
い
て
も
や
る

こ
と
が
な
い
の
で
（
笑
）。
た
ま
た

ま
院
生
と
あ
っ
て
研
究
指
導
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

佐
藤
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
宮
本
常
一

著
（
岩
波
文
庫
）、『
巨
龍
に
挑
む
─

中
国
の
流
通
を
変
え
た
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
─
』
湯
谷
昇

羊
 著
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

毎
日
継
続
し
て
研
究
す
る
こ
と

目
標
達
成
に
向
け
支
援
し
ま
す

教授

経営学研究科長

佐藤 芳彰
さ とう よし あき

今年度就任した工学
部長・真柄祥吾教授と、
経営学研究科長・佐藤芳
彰教授に抱負などを伺
った。

!

新

「
法
学
検
定
試
験
」は
、
公
益
財

団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団

と
公
益
社
団
法
人
商
事
法
務
研

究
会
が
共
同
で
組
織
し
た
法
学

検
定
試
験
委
員
会
が
全
国
規
模

で
実
施
し
、
法
学
に
関
す
る
学
力

を
客
観
的
に
評
価
す
る
、
わ
が
国

唯
一
の
検
定
試
験
で
す
。
こ
の
試

験
は
15
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
、
そ

の
年
の
優
秀
者
を
表
彰
す
る
授

賞
式
は
３
年
前
か
ら
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
学
生
の
試
験
へ
の
参

加
は
３
年
前
か
ら
で
、
２

０
１
３
年
度
の
個
人
優
秀

賞
の
受
賞
に
引
き
続
き
、

２
０
１
４
年
度
は
団
体
ベ

ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
合
格
率

団
体
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
合
格
率
第
３
位

２
０
１
４
年
度
 法
学
検
定
試
験

表彰式の様子

関
川
純
也
氏
へ

感
謝
状
を
贈
呈前列左が関川純也氏

女
性
と
光
源
氏
の
愛
の

歌
と
返
し
歌
の
掛
け
合

い
や
、
愛
に
伴
う
代

償
を
フ
レ
ー
ズ
・
リ

ズ
ム
で
表
現
し
た
曲

で
し
た
。

練
習
は
、
短
い
時

間
に
集
中
し
て
励
み

ま
し
た
。
和
気
藹
々
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
と
き
に
は
厳
し
い

指
導
を
受
け
、
お
互
い
に
意
見

を
交
換
し
合
う
時
も
あ
り
ま

し
た
。

３
月
21
日
に
行
わ
れ
た
全

日
本
大
会
で
は
「
銅
賞
」
と
い
う

結
果
と
な
り
、
全
国
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
が
、
こ

の
経
験
を
無
駄
に
せ
ず
飛
躍
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

北
海
学
園
大
学

吹
奏
楽
団
を
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
、
吹
奏
楽
団
の
金
管
８

重
奏
メ
ン
バ
ー
は
、
１
月
12
日
に

行
わ
れ
た
第
48
回
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
札
幌
地
区

大
会
に
出
場
し
、
大
学
の
部

で
北
海
道
大
会
へ
の
出
場
権

を
得
ま
し
た
。
２
月
15
日
の

北
海
道
大
会
で
は
、
北
海
学

園
大
学
吹
奏
楽
団
と
し
て
12

年
ぶ
り
２
度
目
の
全
国
大
会

出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

演
奏
し
た
曲
「
花
宴
〜
朧

月
夜
に
似
る
も
の
ぞ
な
き

〜
」は
、「
源
氏
物
語
」第
８
帖「
花

宴
」
を
テ
ー
マ
に
朧
月
夜
と
い
う

府中の森芸術劇場にて北海サウンドを響かせた金管
8重奏メンバー（後列左側が筆者）

法
学
部
法
律
学
科
３
年

佐�

竹�
�

真�

弥�

子�

全
日
本
大
会
出
場

吹

奏

楽

団

金
管
８
重
奏
チ
ー
ム

12年ぶり２度目の切符

窓
会
事
務
局
長
・
高
田
哲
也
氏
、

他
学
内
関
係
者
同
席
の
も
と
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

感
謝
状
文
面
は
以
下
の
通
り
。

「
あ
な
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
深

い
ご
理
解
の
も
と
永
き
に
亘
り
体
育

会
O
B
連
合
会
長
と
し
て
ま
た
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
総
監
督
と
し
て
本

学
の
発
展
の
た
め
に
真
心
を
も
っ
て

力
を
尽
く
さ
れ
建
学
の
精
神
（
開
拓

者
精
神
）
の
担
い
手
と
な
る
べ
く
学

業
と
課
外
活
動
の
両
立
に
勤
し
む
学

生
に
た
い
す
る
支
援
の
労
を
惜
し
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
連
合
会
長

を
ご
退
任
な
さ
る
に
あ
た
り
本
学
は

『
永
劫
の
心
の
す
み
か
』
に
寄
せ
る
熱

情
に
裏
付
け
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
精

力
的
な
ご
活
動
に
衷
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
頂
戴
し
た
ご

高
配
に
た
い
し
て
深
甚
な
る
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
」。

本
学
サ
ー
ク
ル
「
マ
チ
ブ
ラ

部
」
の
学
生
７
人
が
、
昨
年
11
月

か
ら
豊
平
地
区
町
内
会
連
合
会

（
以
下
、
町
連
）
と
協
働
で
「
豊
平

地
区
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
の
制
作
を

始
め
、
３
月
に
完
成
し
た
。
マ
ッ

プ
は
４
月
に
、
豊
平
町
内
会
加
入

全
世
帯
に
配
布

さ
れ
た
。

き
っ
か
け
は
、
マ
チ
ブ
ラ
部
が

豊
平
地
区
の
防
災
の
マ
ッ
プ
を

作
ろ
う
と
町
連
に
協
力
を
求
め

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
部
員
た
ち

は
町
連
防
災
防
火
部
と
話
し
合

い
を
重
ね
、
45
カ
所
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
場
所
一
つ
一
つ
を
見
て

回
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
）
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
い

っ
た
。
マ
ッ
プ
は
３
つ
の
小

学
校
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
お

り
、
裏
面
に
は
豊
平
地
区
全
域
マ

ッ
プ
を
掲
載
し
て
い
る
。

当
時
、
部
長
を
務
め
た
森
康
平

さ
ん
（
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

４
年
）
は
、「（
完
成
し
た
マ
ッ
プ

を
）
住
民
の
方
々
が
喜
ん
で
く
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。
高
齢
者
が
多

い
地
域
な
の
で
、
文
字
の
大
き
さ

に
気
を
配
り
、
位
置
情
報
だ
け
で

な
く
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
使
用

可
能
時
間
等
も
載
せ
た
の
で
、
非

常
に
わ
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
手
応
え

を
語
る
。
顧
問
の
村
中
亮
夫
先
生

（
人
文
学
部
）か
ら
、
地
図
の
表
現

の
仕
方
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
使
い
方
を

教
わ
り
な
が
ら
の
作

業
。「
完
成
ま
で
大
変
だ
っ
た
が
、

一
度
作
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
に

追
加
し
て
い
け
る
。
後
輩
た
ち
に

頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
、
１
年
に
１

回
は
更
新
し
た
い
」
と
話
す
。

協
働
制
作
に
あ
た
っ
た
町
連

理
事
・
防
災
防
火
部
副
部
長
の

渡
辺
英
雄
氏
は
、「
マ
ッ
プ
を
配

布
し
た
こ
と
で
、
地
区
住
民
の
防

災
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
学

生
た
ち
と
の
協
働
作
業
で
相
互

理
解
を
深
め
た

こ
と
も
大
き
く
、

地
域
の
絆
づ
く
り
の
懸
け
橋
と

な
っ
た
」
と
評
価
。
さ
ら
に
５
月

15
日
、
こ
の
度
の
マ
チ
ブ
ラ
部
の

活
動
に
対
し
町
連
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

マ
チ
ブ
ラ
部
は
、
実
際
に
地
域

を
歩
き
景
観
を
見
る
地
域
貢
献

を
目
的
に
昨
年
４
月
に
森
さ
ん

と
高
橋
孝
平
さ
ん
（
経
済
学
部
地

域
経
済
学
科
平
成
27
年
卒
）
の
２

人
で
立
ち
上
げ
た
、
ま
だ
未
公
認

の
サ
ー
ク
ル
。
今
年
度
も
新
た
な

企
画
で
地
域
交
流
を
深
め
る
予

定
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
は
豊
平
地
区
町
内
会
連

合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

http://toyo-toyohira.

jpn.org/hotnew
s.htm
l

マチブラ部前部長

森
��

康平
����

人文学部
日本文化学科４年

豊平地区
AEDマップ

豊
平
地
区
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
作
成

マ
チ
ブ
ラ
部
と

町
連
の
協
働
で

町連からマチブラ部に感謝状が贈呈さ
れた。右から防災防火部副部長渡辺英雄
氏、森康平氏（人文学部4年）、奥村活弥
氏（同学部2年）

学生学生
活動活動
学生学生
活動活動
学生
活動
Vol.12
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売
所
へ
の
様
々
な
連
絡
や
情
報

提
供
、
各
種
取
り
扱
っ
て
い
る
新

聞
や
出
版
物
の
受
発
注
な
ど
、
仕

事
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。

─
入
社
し
て
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。

斉
藤
氏
　
旭
川
か
ら
北
見

方
面
ま
で
が
管
轄
区
域
内

で
約
１
６
０
の
販
売
所
が

あ
り
、
最
初
は
名
前
を
覚
え

る
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。

昨
年
７
月
に
先
輩
が
異
動

に
な
り
、
そ
の
仕
事
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
が
、
最
初
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
最

近
や
っ
と
慣
れ
て
き
て
余

裕
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

─
ど
の
よ
う
な
就
職
活
動

を
し
て
、
北
海
道
新
聞
社
に

決
め
た
の
で
す
か
？

斉
藤
氏
　
こ
の
会
社
を
志
望
し

た
理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
る
、
幅
広
い
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ

ー
ル
ド
が
経
験
で
き
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
就
職
活
動
の
際

は
、
向
き
不
向
き
を
自
分
の
主
観

で
決
め
て
は
だ
め
だ
と
思
い
、
企

業
研
究
に
大
幅
に
力
を
入
れ
ま

し
た
。
道
内
企
業
が
い
い
な

と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

就
職
か
ら
定
年
ま
で
約
40

年
働
く
こ
と
を
前
提
に
、
そ

の
間
に
向
上
心
を
持
っ
て

成
長
で
き
る
と
こ
ろ
を
軸

に
考
え
て
こ
の
会
社
に
決

め
ま
し
た
。
就
職
活
動
は
今

ま
で
の
人
生
の
中
で
一
番

頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す

（
笑
）。

─
学
生
時
代
の
学
び
や
活

動
で
印
象
深
か
っ
た
こ
と
、

今
に
活
き
て
い
る
こ
と

は
？

斉
藤
氏
　
現
地
を
見
る
、
現

場
を
体
験
す
る
と
い
う
機

会
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

つ
は
夏
休
み
期
間
中
、
議
員
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
、
帯

広
の
道
議
会
議
員
に
つ
い
て
〝
議

員
の
あ
る
一
日
〟
の
仕
事
を
じ
か

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ

メ
ー
ジ
と
現
実
は
全
然
違
い
ま

し
た
し
、
選
挙
に
対
す
る
意
識
が

変
わ
り
、
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
所
属
し
て
い

た
横
山
純
一
先
生
の
ゼ
ミ
で
雄

武
町
に
行
き
、
地
域
の
実
態
を
見

て
、
役
場
や
町
民
の
方
々
と
意
見

交
換
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
私
も
利
尻
出
身
な
の

で
地
方
自
治
や
地
域
問
題
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
た
と
き
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
が
、
地
元
を
離
れ
客

観
的
に
見
た
こ
と
で
改
め
て
気

づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
法
律

の
勉
強
は
、
面
白
く
て
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
。
判
例
や
条
文
か
ら
適

切
な
結
論
を
導
き
出
す
法
解
釈

の
考
え
方
は
、
社
会
人
に
な
っ
て

仕
事
を
し
て
い
く
上
で
役
に
立

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

─
大
学
時
代
を
振
り
返
っ
て
改

め
て
思
う
こ
と
は
？

斉
藤
氏
　
親
に
学
費
を
出
し
て

も
ら
い
大
学
に
行
っ
た
の
で
、
勉

強
は
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
。
で

も
、
大
学
で
の
一
番
の
収
穫
は
、

友
だ
ち
で
す
。
法
研
究
会
と
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
体
育
な
ど
一
般
教
育

の
授
業
、
友
だ
ち
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
な
ど
で
、
学
部
内
だ
け
で

な
く
他
学
部
の
友
だ
ち
も
で
き
、

自
然
と
人
間
関
係
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
就
職
し
て
皆
バ
ラ

バ
ラ
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も

遊
び
に
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
す
。
職
種

は
皆
違
い
ま
す
が
共
感
で
き
る

も
の
が
あ
り
、
友
だ
ち
の
存
在
は

本
当
に
支
え
に
な
り
ま
す
。

─
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

斉
藤
氏

大
学
４
年
間
、
時
間
は

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
、
体
験
を
し
て
く
だ
さ

い
。
初
め
て
経
験
し
た
と
き
の
感

動
や
衝
撃
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

は
ず
っ
と
心
に
残
り
ま
す
。

─
現
在
の
仕
事
は
？

斉
藤
氏
　
新
聞
は
主
に
販
売
所

か
ら
配
達
員
が
読
者
の
方
々
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
販

売
部
の
内
勤
業
務
を
担
当
し
、
販

売
所
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
納

品
の
部
数
異
動
を
行
っ
た
り
、
販

さい とう ゆ き こ

斉藤 由希子  
法学部法律学科（平成25年度卒・46期生）

株式会社北海道新聞社 旭川支社販売部勤務

自分の軸を大切に就職活動

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。新
入
生
の
皆
さ
ん
の
中

に
は
、新
し
い
生
活
を
満
喫
し
て

い
る
方
も
い
れ
ば
、新
し
い
環
境

に
馴
染
め
ず
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。大
学
に
は
そ
う
し

た
こ
と
を
相
談
で
き
る
学
生
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。皆

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
過
ご
し
て
き

た
小
中
高
校
で「
こ
こ
ろ
の
相
談

室
」と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
大

学
で
は
「
学
生
相
談
室
」
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
相
談
に
応
じ
て
い

た
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」

が
、大
学
で
は「
学
生
相
談
員
」で

す（
※
呼
称
は
各
学
校
に
よ
っ
て

少
し
異
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
）。

大
学
生
と
し
て

過
ご
す
時
期
と
い

う
の
は
、
初
め
て

親
元
を
離
れ
て
自

活
を
し
た
り
、
自

分
の
将
来
に
つ
い

て
吟
味
・
選
択
し

た
り
、
あ
る
い
は
、

決
ま
っ
た
時
間
に

登
校
し
て
決
ま
っ

た
教
室
で
過
ご
し

て
い
た
生
活
か
ら

一
転
し
て
時
間
や

行
動
の
自
己
管
理

が
求
め
ら
れ
た
り

な
ど
、様
々
な
変
化
を
経
験
し
ま

す
。そ
の
一
つ
一
つ
が
ご
自
身
の

糧
と
な
る
一
方
で
、そ
の
過
程
で

は
迷
い
、
悩
み
、
葛
藤
す
る
こ
と

も
多
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

新
入
生
に
限
ら
ず
、在
校
生
の
皆

さ
ん
も
、気
軽
に
学
生
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
利
用
な
さ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
今
年
度
は
、
２
名
の

臨
床
心
理
士（
私
と
小
田
切
昌
代

先
生
）が
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
、
ま
た
は
、
既

に
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
い
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
と
い
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し

て
い
る
と
、「
こ
の
程
度
の
悩
み

な
ん
か
で
相
談
に
来
て
も
よ
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」と
お
っ

し
ゃ
る
学
生
さ
ん
が
い
ま
す
。悩

み
や
困
り
ご
と
は
主
観
的
な
も

の
で
す
か
ら
、ご
自
身
が
困
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
し
た
ら
、ど
う
か

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。早

め
に
解
決
し
て
心
身
の
健
康
を

保
ち
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

［受付・予約方法］
初めて利用する時は、医務

室で予約をしてください。直
接医務室に来て予約しても、
以下の電話もしくはE-mail で
予約しても構いません。なお、
どちらのキャンパスでの利用
を希望されるかについても予
約の際に教えてください。

［電話］
■豊平キャンパス
011−841−1161（内線 2236）

■山鼻キャンパス
011−841−1161（内線 7710）

［E-mail］
hg-sdt@tyhr.hokkai-s-u.ac.jp
（メールの場合すぐにお返事
できない場合もあります）

［受付時間］
■豊平キャンパス：平日 9：00
～12：40／13：40～21：00
■山鼻キャンパス：平日 9：00
～12：40／13：40～17：00

［利用できる人］
○本学在学生　○在学生の家
族（在学生に関する相談のみ）
○本学の教職員（在学生に関す
る相談のみ）

学生生活の悩みは
学生カウンセリング室へ

研究科・専攻 課　程 出願期間 試験日

経済学研究科
経済政策専攻

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

10月14日（水）

経営学研究科
経 営 学 専 攻

10月17日（土）

法学研究科
法 律 学 専 攻
政 治 学 専 攻

～9月 4 日（金） 10月14日（水）9月18日（金）

文学研究科
日本文化専攻
英米文化専攻

10月17日（土）

工学研究科
建設工学専攻
電子情報工学専攻

10月21日（水）

法務研究科
（法科大学院）
法 務 専 攻

専 門 職
学位課程

～7月29日（水）
8月29日 法学未修者コース

選抜
法学既修者コース
選抜

（土）
8月30日（日）

10月24日 法学未修者コース
選抜
法学既修者コース
選抜

（土）
10月25日（日）

8月11日（火）

～9月28日（月） 10月10日（土）

平成28年度北海学園大学大学院 入試 Ⅰ 期・A日程・B日程
入試

Ⅰ　
　

期

Ａ
日
程
B
日
程

学　部 学　科 試験 出願期間 試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 一般・推薦 ～10月13日（火） 11月 7 日（土）10月23日（金）

経営学部 経営学科・経営情報学科
経営学科

一般・推薦

一　  般
～8月17日（月） 9月12日（土）8月28日（金）
～1月25日2016年

2015年

2015年

2015年

2016年
2015年

2016年

2015年

（月） 2月27日（土）2月 5 日（金）

法 学 部 法律学科・政治学科
法律学科・政治学科

～9月30日（水） 10月24日（土）
2月20日（土）

10月 9 日（金）
～1月22日（金） 2月 1 日（月）

人文学部 日本文化学科・英米文化学科
日本文化学科・英米文化学科

一　  般

一般・推薦

一般・推薦

～9月30日（水） 10月24日（土）10月 9 日（金）
2016年 ～1月25日（月） 2月29日（月）2月 5 日（金）

工 学 部 社会環境工学科 
建築学科・電子情報工学科・生命工学科

一　  般

期

Ⅰ
期
Ⅱ
期
Ⅰ
期
Ⅱ
期
Ⅰ
期
Ⅱ
期

Ⅱ
期 ～1月18日（月） 2月20日（土）1月22日（金）

平成28年度北海学園大学 編入学･転入学試験日程

※法学部2年次編入･転入学試験はⅡ期のみ実施。

1部
2部

1部
2部

1部
2部

1部
2部

学　部 学　科 出願期間 試験日

経済学部 経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 ～10月31日（土） 11月29日（日）11月13日（金）

経営学部 経営学科
～8月17日（月） 9月12日（土）8月28日（金）
～1月25日2016年

2015年

（月） 2月27日（土）2月 5 日（金）

期

Ⅰ
期
Ⅱ
期

1部
2部

2部

社会環境コース
環境情報コース［ ］

に
各
１
名
が
到
着
し
た
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
総

合
大
学
か
ら
は
４
月
３
日
に
、
同

じ
く
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
大
学

か
ら
は
４
月
４
日
に
そ
れ
ぞ
れ

各
３
名
が
無
事
到
着
し
た
。
留
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
滞
在
期
間
中

健
康
に
留
意
し
、
日
本
の
伝
統
・

文
化
に
積
極
的
に
触
れ
、
本
学
学

生
と
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
有

意
義
な
留
学
生
活
を
送
っ
て
も

ら
い
た
い
。

平
成
27
年
度
も
本
学
の
各
交

流
協
定
校
か
ら
留
学
生
を
迎
え

た
。
韓
国
・
大
田
大
学
校
か
ら
は

３
月
31
日
に
、
ロ
シ
ア
・
シ
ベ
リ

ア
交
通
大
学
か
ら
は
４
月
４
日

大田大学校

ノボシビルスク
総合大学

サハリン大学

シベリア
交通大学 ジュコワ・ナタリア さん

ブィチコワ・アンナ さん
ブルラカ・リディア さん
ブリトワ・イリナ さん

ポポワ・アリョーナ さん
アゲキャン・ア二ー さん
ペンコヴァ・マリア さん

金 昭賢（キム・ソヒョン）さん

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓韓
国国
・・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

韓韓
国国
・・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

韓
国
・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生ノボシビルスク総合大学･サハリン大学･

シベリア交通大学の交換留学生の皆さんと教職員

大田大学校の交換留学生の皆さんと教職員

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

渡�
�

邊�
�

紀�
�

子�

非
常
勤
講
師

経
験
不
足
の
た
め
困
難
な
現
状

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
つ
ず

つ
の
病
院
に
は
少
数
で
あ
っ
て

も
、
地
域
内
の
A
病
院
と
B
病
院

と
C
病
院
そ
れ
ぞ
れ
に
、
人
材
が

育
っ
て
い
れ
ば
連
携
し
て
検
討

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
災
害

は
医
療
・
看
護
分
野
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
、
行
政
、
企
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
連
携
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
病
院
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
連
携
し
て

地
域
全
体
を
底
上
げ
し
て
い
く

し
く
み
作
り
を
研
究
し
て
い
ま

す
。研

究
手
法
と
し
て
は
ア
ク
シ

ョ
ン
リ
サ
ー
チ
と
い
っ
て
、
実
践

し
て
評
価
し
、
問
題
点
を
洗
い
出

し
て
も
う
一
度
実
践
す
る
と
い

う
サ
イ
ク
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
か
ら
発
展
し
た
「
北

海
道
災
害
看
護
支
援
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｚ
Ｏ
看
）」
と
い

と
を
知
ら
な
か
っ
た

自
分
が
井
の
中
の
蛙

で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
の
で
す
。
当
初

は
看
護
師
と
し
て
働

く
つ
も
り
で
コ
ソ
ボ

に
向
か
い
ま
し
た

が
、
現
地
の
医
療
水
準
は
低
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ら
ば
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
生
活
で
き
る
よ

う
に
と
、
薬
品
の
供
給
体
制
や
建

物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
サ
ラ
リ
ー
な
ど
の

仕
組
み
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
が
、
こ
こ
の
経
営
学
研
究
科

で
広
く
経
営
を
学
ぼ
う
と
思
っ

た
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

研
究
テ
ー
マ
は
、
災
害
看
護
に

携
わ
る
看
護
師
育
成
で
す
。
災
害

は
同
じ
事
象
が
二
つ
と
な
く
、
災

害
に
携
わ
る
人
材
が
少
な
く
、
訓

練
等
を
行
う
に
も
知
識
・
技
術
・

う
看
護
師
の
任
意
団
体
が
、
災
害

看
護
研
修
な
ど
の
活
動
を
行
う

な
ど
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

団
体
宛
に
徐
々
に
依
頼
が
く
る

よ
う
に
な
る
と
、
看
護
師
た
ち
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
機
能
さ
せ
、
一
つ
の
成
果
を

出
し
た
ら
そ
の
成
果
で
次
の
人

が
そ
れ
を
担
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
私
自
身
は
、
先
頭
に
た

っ
て
動
く
の
で
は
な
く
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
顧
問
と

い
う
立
場
で
支
援

し
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
は
澤
野
先
生
に
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
澤
野
ゼ
ミ
で
は
卒
業
生

や
修
了
生
、
澤
野
先
生
と
関
わ
り

の
あ
る
同
門
の
先
生
方
な
ど
多

く
の
人
た
ち
と
一
緒
に
お
会
い

し
て
、
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
話

す
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
、

違
う
分
野
、
違
う
領
域
の
人
た
ち

と
同
じ
土
俵
で
話
が
で
き
る
と

看
護
の
専
門
学
校
を
出
て
、
看

護
師
と
し
て
茨
城
の
病
院
に
６

年
、
東
京
の
病
院
に
４
年
勤
務
し

た
後
、
救
急
救
命
士
の
資
格
も
持

っ
て
い
る
の
で
救
急
救
命
士
の

学
校
で
講
師
と
し
て
務
め
て
い

ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
コ
ソ
ボ
で

戦
後
復
興
医
療
支
援
メ
デ
ィ
カ

ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
約
８

カ
月
勤
務
し
た
他
、
パ
キ
ス
タ
ン

や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
医
療
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
コ
ソ

ボ
で
の
体
験
は
私
に
と
っ
て
大

変
大
き
な
も
の
で
、
現
地
で
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
や
国
連
関

係
者
た
ち
と
議
論
し
た
際
に
日

本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
保
険
シ
ス
テ
ム
、

医
療
経
営
と
そ
れ
に
関
す
る
政

策
な
ど
を
問
わ
れ
、
そ
う
い
う
こ

災
害
看
護
の
人
材
育
成
を
目
指
し
て

大学院経営学研究科
博士（後期）課程３年

太
� �

田
�

晴
� �

美
�

い
う
こ
と
は
貴
重
な
機
会
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
生
に
対
す
る
環
境
は

す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に

授
業
料
や
図
書
費
、
学
会
へ
の
参

加
費
用
な
ど
へ
の
補
助
な
ど
、
学

習
す
る
た
め
の
外
回
り
の
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
高
齢
社
会
に
お
い
て

年
金
や
医
療
制
度
、
財
源
問
題

等
、
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
大
学
教

員
と
し
て
知
識
を
提
供
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
臨
床
現
場
の
空
気

感
を
肌
で
感
じ
、
理
論
を
現
場
で

活
か
せ
る
よ
う
に
「
対
象
に
合
わ

せ
て
い
か
に
教
授
す
る
か
」
を
大

事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
教
育
と
継
続
教
育
を
リ
ン

ク
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
研
究
・

教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
看
護
師
、
救
急
救
命
士
。
２
０
１

５
年
３
月
ま
で
札
幌
市
立
大
学
看

護
学
部
講
師
、
現
在
大
学
・
専
門

学
校
非
常
勤
講
師
】

私の
学び
私私のの
学学びび
私の
学び
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【
経
営
学
部
１
部
（
経
営
学
科
･

経
営
情
報
学
科
）】
一
般
入
試
外

国
語
試
験
科
目
で
リ
ス
ニ
ン
グ

テ
ス
ト
を
試
験
範

囲
か
ら
除
外
し
ま

す
。経

営
学
部
で
は

２
０
１
５
年
度
の

入
学
生
か
ら
新
し

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
教
育
課
程

が
始
ま
り
ま
す
。
１

年
次
の
基
礎
学
修

を
通
じ
て
、
興
味
、

関
心
、
適
性
、
進
路

な
ど
を
主
体
的
に

見
極
め
て
、
５
つ
の

コ
ー
ス
か
ら
１
つ

を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
科
目

を
中
心
に
し
て
、
集

中
的
・
体
系
的
に

学
修
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

経
営
学
部
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
様
な
学
力
を
身
に
つ
け
た

学
生
に
た
い
し
て
、
い
っ
そ
う
門

戸
を
広
げ
る
た
め
に
、
今
回
の
入

試
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

【
人
文
学
部
２
部
（
日
本

文
化
学
科
･英
米
文
化
学

科
）】
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
利
用
入
学
試
験
〈
Ⅱ

期
〉
を
新
規
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人

文
学
部
は
、
２
部
の
受
験

機
会
を
拡
充
し
て
、
幅
広

く
高
等
教
育
の
門
戸
を

開
き
ま
す
。

す
で
に
、
本
学
で
は
経

営
学
部
、
法
学
部
で
こ
の

制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
人
文
学
部
の
入
試
改

革
に
よ
っ
て
、
２
部
を
置

く
文
系
３
学
部
に
お
い

て
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

利
用
入
学
試
験
〈
Ⅱ
期
〉

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

法科大学院進学説明会法科大学院進学説明会法科大学院進学説明会法科大学院進学説明会法科大学院進学説明会
13:00～

法科大学院校舎 講義室
●入試説明他（大西 有二 法務研究科教授）
●OB弁護士による講演（弁護士 加畑 裕一朗 氏）
●個別相談、施設見学

土

場所

日時6月13日

内 

容

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会

13:00～ 豊平校舎６号館３階
●奨学金相談受付     ●個別相談会
●長期履修について  ●施設見学など

第１回

土

場所時間

7月4日
第２回

内 容

土12月5日

4500

5000

4000

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

564 1370 1700 2046 1894
442 920

1136 975 1114 1340 1355
1700 2345 2814 3828 4169
（107%）（138%）（120%）（136%）（109%）

1381
4548
（109%）（96%） （94%）

2008年 2009年

2143
1024

2300
1086
4375

989
2010年

2177
1122
4119

（102%）

904
4213

（89%）（99.6%）
3742 3728

（102%）
3801

820
2011年

2507
802

2012年

2044
780

918
2013年

2023
880

825
2014年

2010
865

926

1700

2345

2814

3828
4169

4548
4375 4119 4213

3742 3728 3801

1136
1370

1700

1114 1122

2046

1340 1355 1381

1894

920
442

975
564

春
夏
秋

年間計

2143

1024

2300 2177

1086
820

2507

802

2044

918
825780 880904 926

989

（前年度比）

オープンキャンパス来場者数の推移

（注2）
（注3）

（注4）
2023
（注5）

865

2010
（注6）

（注1）

※（注1）1日目 1496名、2日目 804名・（注2）1日目 1221名、2日目 956名・（注3）1日目 1300名、2日目 1207名
　（注4）1日目 1207名、2日目 837名・（注5）1日目 1314名、2日目 709名・（注6）1日目 1180名、2日目 830名

4/14（火）
15（水）
20（月）
21（火）
21（火）
21（火）
22（水）
22（水）
23（木）
23（木）
23（木）
23（木）
24（金）
24（金）
28（火）
28（火）
30（木）

5/10（日）
11（月）
13（水）
13（水）
14（木）
15（金）
26（火）
27（水）
28（木）
29（金）

6/  5（金）
9（火）
9（火）
11（木）
11（木）

稚　内
旭　川
小　樽
石　狩
苫小牧
北　見
函　館
中標津
帯　広
室　蘭
札　幌
旭　川
釧　路
札　幌
札　幌
江　別
新ひだか
札　幌
旭　川
名　寄
新札幌
紋　別
札　幌
北　見
釧　路
帯　広
札　幌
函　館
伊　達
函　館
中標津
釧　路

開催場所 会場名開催月日 開催場所 会場名開催月日 開催場所 会場名開催月日
札　幌
帯　広
北　見
八　雲
知　内
江　差
旭　川
せたな
札　幌
滝　川
札　幌
函　館
苫小牧
旭　川
北　見
函　館
札　幌
釧　路
帯　広
札　幌
苫小牧
旭　川
小　樽
新札幌
網　走
帯　広
札　幌
札　幌
旭　川
札　幌
紋　別
北　見

釧　路
帯　広
深　川
札　幌
苫小牧
札　幌
室　蘭
函　館
新札幌
札　幌

秋　田
青　森
弘　前
東　京
青　森
東　京
名古屋
仙　台
青　森
八　戸
盛　岡

滝　川
岩見沢

稚内ANAクラウンホテル
ロワジールホテル旭川
グランドパーク小樽
花川南コミュニティセンタ－
グランドホテルニュー王子
ホテルベルクラシック北見
ベルクラシック函館
トーヨーグランドホテル
ホテル日航ノースランド帯広
蓬崍殿
サッポロファクトリーホール
旭川トーヨーホテル
釧路市観光国際交流センター
札幌コンベンションセンター
ホテルエミシア札幌
江別市民会館
新ひだか町公民館
サッポロファクトリーホール
旭川グランドホテル
名寄市スポーツセンター
ホテルエミシア札幌
ホテルオホーツクパレス
札幌パークホテル
ホテルベルクラシック北見
釧路市観光国際交流センター
ホテル日航ノースランド帯広
札幌パークホテル
だて歴史の杜カルチャーセンター
稚内海員会館
ベルクラシック函館
中標津トーヨーグランドホテル
釧路プリンスホテル

ガトーキングダム札幌
ホテル日航ノースランド帯広
ホテルベルクラシック北見
八雲町シルバープラザ
知内町中央公民館
ホテルニューえさし
ロワジールホテル旭川
せたな町民ふれあいプラザ
ホテルさっぽろ芸文館
滝川市スポーツセンター
ガトーキングダム札幌
法華クラブ函館
ホワイトパークサンシャイン
ロワジールホテル旭川
ホテルベルクラシック北見
ベルクラシック函館
札幌パークホテル
釧路市観光国際交流センター
ホテル日航ノースランド帯広
アスティ４５
グランドホテルニュー王子
旭川グランドホテル
グランドパーク小樽
ホテルエミシア札幌
網走市総合体育館
ホテル日航ノースランド帯広
札幌パークホテル
ガトーキングダム札幌
旭川グランドホテル
アパホテル＆リゾート札幌
紋別市スポーツセンター
ホテルベルクラシック北見

釧路市観光国際交流センター
ホテル日航ノースランド帯広
深川市総合体育館
札幌パークホテル
グランドホテルニュー王子
ガトーキングダム札幌
蓬崍殿
ベルクラシック函館
ホテルエミシア札幌
サッポロファクトリーホール

アルヴェ
リンクステーションホール青森
ホテルナクアシティ弘前
池袋サンシャインシティ
アスパム
東京ビッグサイト
ポートメッセなごや
ホテルメトロポリタン仙台
青森国際ホテル
八戸プラザアーバンホール
ホテルメトロポリタン青森

滝川ホテル三浦華園
岩見沢市コミュニティプラザ

6/12（金）
12（金）
16（火）
16（火）
17（水）
18（木）
18（木）
19（金）
19（金）
24（水）
25（木）

7/  5（日）
17（金）

8/24（月）
25（火）
27（木）
28（金）

9/  9（水）
10（木）
12（土）
14（月）
15（火）
15（火）
16（水）
17（木）
18（金）
24（木）

10/20（火）
11/  4（水）

6（金）
10（火）
10（火）

11/ 11（水）
12（木）
13（金）
13（金）
16（月）
17（火）
17（火）
18（水）
19（木）

12/  4（金）

5/18（月）
21（木）
22（金）

6/20（土）
7/  4（土）
11（土）
18（土）

9/  7（月）
8（火）
9（水）
 17（木）

9/17（木）
17（木）

平成28年度 進学相談会 各会場とも入場無料、事前の申込みは不要です。

個別相談ができる会場
〈道外会場〉

資料参加のみの会場
〈道内会場〉

個別相談ができる会場〈道内会場〉

２
０
１
５
年
３
月
卒
業
生
の
就

職
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
紙

幅
の
制
約
か
ら
約
２
０
０
社
を
表

１
に
ま
と
め
ま
し

た
が
、
６
５
０
社
を

超
え
る
企
業
等
に

１
３
１
２
名
が
就

職
し
ま
し
た
。
ど
の

卒
業
生
も
建
学
の

精
神
（
開
拓
者
精

神
）
の
担
い
手
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職

域
で
信
頼
を
得
て
、

心
豊
か
に
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

就
職
率
は
表
２

に
要
約
し
ま
し
た
。

全
般
的
に
堅
調
な

結
果
と
な
り
ま
し

た
が
、
女
子
学
生
の

就
職
率
が
わ
ず
か

に
男
子
学
生
を
上
回
り
ま
し
た
。

な
お
、
２
部
の
就
職
率
が
若
干
な

が
ら
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
４
年
生
の
春
か
ら
本
格

的
な
就
職
活
動
が
始
ま
る
時
期

に
、
日
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
シ
フ

ト
を
組
ん
だ
た
め
に
、
就

活
に
十
分
な
時
間
を
割

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
企
業
の

募
集
条
件
に
は
、
１
部
と

２
部
の
区
別
は
な
く
、
ま

た
採
用
後
の
企
業
等
か

ら
は
１
部
と
２
部
の
卒

業
生
の
い
ず
れ
に
も
好

評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
就
職
環
境
改
善
の

兆
し
が
見
え
ま
す
が
、
周

到
な
準
備
を
し
て
就
活

に
取
り
組
む
必
要
性
は
、

今
も
昔
も
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

就職
豆知識

［注記］A大学とB大学の卒業生は1,000名とします。

ケース1 就職希望者数 就職決定者率 就職率
A大学 850名 765名 90％
B大学 770名 765名 99％

　

就
職
率
は
、
下
の
数
式
が
示
す
よ

う
に
、
就
職
希
望
者
数
の
な
か
に
占

め
る
就
職
決
定
者
の
割
合
の
こ
と
で

す
。
卒
業
生
が
１
０
０
０
名
で
あ
る

同
一
規
模
の
２
つ
の
大
学
に
お
い
て
、

就
職
決
定
者
数
が
同
じ
で
あ
っ
て
も

【
ケ
ー
ス
１
】、
A
大
学
の
就
職
希
望

者
数
の
方
が
B
大
学
よ
り
も
多
け
れ

ば
、
B
大
学
の
就
職
率
は
高
く
な
り

ま
す
。

　

全
国
的
に
見
れ
ば
、
就
職
希
望
者

は
卒
業
生
の
77
％
で
す
が
、
本
学
は

就
職
希
望
者
の
割
合
が
85
％
と
非
常

に
高
く
、
こ
の
た
め
に
、
就
職
希
望

者
が
少
な
い
大
学
に
較
べ
て
、
就
職

率
は
低
く
出
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
本
学
で

は
就
職
率
が
全
学
的
に
90
％
を
超
え

た
と
い
う
こ
と
は
、
学
生
の
努
力
を

多
と
す
る
快
挙
で
あ
り
、
ま
た
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
機
能
し
て
、

学
生
支
援
の
実
を
挙
げ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。 各

大
学
の
就
職
率
は

ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
の
？

就職率（％）＝ ×100就職決定者数
就職希望者数

人数就職先 人数就職先 人数就職先 人数就職先
公務員･国立（公立）大学法人
国家公務員一般職
国税専門官
裁判所職員
北海道職員
札幌市職員
北海道警察官
警視庁警察官
島根県警察官
皇宮護衛官
自衛隊幹部候補生
自衛隊一般曹候補生
苫小牧市役所
北広島市役所
旭川市役所
江別市役所
帯広市役所
釧路市役所
伊達市役所
富良野市役所
北見市役所
余市町役場
遠別町役場
古平町役場
その他道内市役所・役場
横浜市役所
北海道大学
旭川医科大学
帯広畜産大学
室蘭工業大学
人小樽商科大学
札幌医科大学
金融
北海道銀行
北洋銀行
ゆうちょ銀行
日本政策金融公庫
三菱東京ＵＦＪ銀行
北陸銀行
秋田銀行
北海道労働金庫
北海信用金庫
旭川信用金庫
空知信用金庫
渡島信用金庫
北門信用金庫
伊達信用金庫
遠軽信用金庫
小樽信用金庫
帯広信用金庫
苫小牧信用金庫
北星信用金庫
その他信用金庫
札幌中央信用組合
第一生命保険
損害保険ジャパン
明治安田生命保険
あいおいニッセイ同和損害保険
かんぽ生命保険

　
16
4
2
42
31
23
3
1
1
1
5
5
5
4
3
3
2
2
2
2
3
2
2
33
1
6
1
1
1
1
1

16
10
3
2
1
1
1
9
8
4
4
3
3
2
2
2
2
2
2
7
3
5
4
3
3
3

日本生命保険相互会社
東京海上日動火災保険
その他保険会社
みずほ証券
野村證券
岡三証券
東海東京証券
北海道信用農業協同組合連合会
北海道信用保証協会
全国労働者共済生活協同組合連合会
全国共済農業協同組合連合会
全国労働者共済生活協同組合連合会
建設・不動産
一条工務店
大和ハウス工業
開発工営社
岩田地崎建設
北海道セキスイハイム
ジヨンソンホームズ
松村組
中山組
土屋ホーム
山地ユナイテッド
ミサワホーム北海道
アルプス技研
土屋ホームトピア
荒井建設
萩原建設工業
北海道セキスイハイム
北土建設
常口アトム
セントラルリーシングシステム
ビッグ
レオパレス２１
三井不動産リアルティ札幌
東急リバブル
運輸・通信・出版
北海道旅客鉄道
マイナビ
キヤノンシステムアンドサポート
Ｉ・ＴＥＣソリューションズ
ＨＢＡ
ＵＳＥＮ
アイティ・コミュニケーションズ
北海道アルバイト情報社
日本アイビーエム・ソリューション・サービス
北海道中央バス
ＫＤＤＩ
ＳＯＣ
トランス・コスモス
ヤマト運輸
ユーザーサイド
アドウェイズ
デイリー・インフォメーション北海道
ホープス
富士通システムズ・イースト
北海道新聞社
日本梱包運輸倉庫
ソフトバンクグループ

3
2
3
1
1
1
1
3
3
2
5
2

9
5
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
5
3
2
2
2
2

14
6
5
4
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

全日本空輸
ＡＮＡ新千歳空港
北海道建設新聞社
北日本広告社
新日本法規出版
小売業
セブン－イレブン・ジャパン
サッポロドラッグストアー
マックスバリュ北海道
生活協同組合コープさっぽろ
イオン北海道
ニトリ
ホーマック
トヨタカローラ札幌
いちたかガスワン
ツルハ
ドン・キホーテ
ヨドバシカメラ
北海道スバル
トヨタカローラ道北
ハミューレ
ＮＫインターナショナル
カチタス
コメリ
ダイイチ
ファミリー
マルベリー
もりもと
東急百貨店
富士薬品
北ガスフレアスト南
卸売
ナシオ
ほくやく
モロオ
北海道クボタ
秋山興業
サッポロウエシマコーヒー
クレタ
ムトウ
日商プロパン石油
日本ハム北海道販売
北海道エナジティック
シュレン国分
ジュングループ
ネッツトヨタ札幌
リコージャパン
あらた
ビコンジャパン
ヤマチコーポレーション
岩崎
三城
寺岡北海道
竹山
京都きもの友禅
曲〆高橋水産
石垣電材
大槻食材
大豊資材工業

1
1
1
1
1

12
9
8
7
6
6
5
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

6
5
4
4
4
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

日本ニューホランド
北一食品
六花亭製菓
製造
きのとや
北海道コカ・コーラボトリング
須田製版
ロイズコンフェクト
伊藤園
三和化学研究所
総合商研
大阪シーリング印刷
日鉄住金セメント
日本食研ホールディングス
サービス
日本郵便
北海道国民健康保険団体連合会
メイテックフィルダーズ
ＪＴＢ北海道
ドーコン
北海道厚生農業協同組合連合会
アインファーマシーズ
インテリジェンス
カナモト
池脇会計事務所
名鉄観光サービス
ほくでんサービス
さっぽろ青少年女性活動協会
社会医療法人孝仁会
北海道漁業協同組合連合会
北海道土地改良事業団体連合会
野口観光
ＵＴホールディングス
いわみざわ農業協同組合
ホクレン農業協同組合連合会
ＡＬＳ－ＯＫサービス
あいプラン
エフプレイン
キャリアデザインセンター
セノン
とんでん
ふとみ総合施設
マーキュリー
マイスターエンジニアリング
リンク・セオリー・ジャパン
れんせい
吉岡経営センター
正栄プロジェクト
日本防災技術センター
日本旅行北海道
北海道結核予防会
札幌グランドホテル
（グランビスタホテル＆リゾート）
札幌宅商
創和プロジェクト
道央農業協同組合
練成会グループ
札幌ドーム
北海道日本ハムファイターズ

2
2
1

4
4
3
2
2
2
2
2
2
2

30
9
8
6
5
5
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
1
1

表1　2015年3月卒業生 業種別就職先

※紙面の都合から主な就職先約200社を掲載しました。

旭川北洋ビル会場

とかち館会場

北海学園大学 山鼻校舎
北海学園大学 豊平校舎

会場

会場

函館北洋ビル会場函館 10/3　 4
10/17

18
10/24　 25
10/31　 11/1

札幌

帯広
旭川

保保護者懇談護者懇談会会・・ミニオープンキャンパミニオープンキャンパスス保保護者懇談護者懇談会会・・ミニオープンキャンパミニオープンキャンパスス保護者懇談会・ミニオープンキャンパス
平成27年度

土

土

土

土

日

日

日

日

豊平・山鼻キャンパス会場

豊平・山鼻キャンパス会場

豊平キャンパス会場

豊平キャンパス会場第1回

※事前申込制　お電話（0120-86-2244）、または
                     ホームページ（http://hgu.jp/）にて受付　

第2回

第3回
2部のための
オープンキャンパス

6/28
8/6　7
9/27
9/26

オープンキャンパスオオープンキャンパープンキャンパススオープンキャンパス
平成27年度

日

日

土

木 金

３
月
16
日
、
北
海
学
園
札
幌
高

等
学
校
に
お
い
て
杉
本
博
之
名

誉
教
授（
当
時
、
工
学
部
教
授
）を

講
師
に
「
橋
の
設
計
の
失
敗
学
〜

タ
コ
マ
海
峡
橋
の
落
橋
〜
」
と
題

し
た
出
前
模
擬
授
業
が
開
講
さ

れ
た
。
杉
本
教
授
は
、
世
界
に
架

け
ら
れ
て
い
る
様
々
な
海
峡
橋

の
特
性
を
解
説
し
、
落
橋
な
ど
の

失
敗
事
例
か
ら
工
学
技
術
者
が

何
を
学
び
、
工
学
を
発
展
さ
せ
た

か
を
講
じ
た
。
大
学
な
ら
で
は
の

専
門
的
な
講
義
に
、
高
校
生
た
ち

は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

▽
４
月
13
日
７
期
会
木
村
浩
一

氏
、石
島
忍
氏
、齋
藤
勝
宏
氏
、小

山
弘
昭
氏

▽
４
月
21
日
体
育
会
Ｏ
Ｂ
連
合

会
長
高
橋
功
氏
、
前
会
長
関
川
純

也
氏

▽
５
月
２
日
森
町
農
業
委
員
中

村
芙
美
氏

模擬授業の様子

今
年
度
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
、
全
体
説
明
会
や

教
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
、
模

擬
講
義
・
実
験
、
学
生
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
相
談
会
や
学
内
見
学
ツ

ア
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

９
月
26
日
に
は
、
２
部
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
催
し
ま
す
。

杉
本
博
之
名
誉
教
授

出
前
模
擬
授
業

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

就職率

1部

学部

経済学部 93.9％ 96.0％ 94.4％
92.5％ 93.6％ 93.0％
95.0％ 93.1％ 94.3％
82.3％ 86.5％ 84.9％
90.9％ 95.0％ 91.3％
92.1％ 92.2％ 92.1％

経営学部
法 学 部
人文学部
工 学 部
1 部 計

女 計男
就職率

2部

学部

経済学部 85.7％ 100.0％ 86.9％
84.8％ 95.5％ 87.7％
90.2％ 76.2％ 87.4％
82.4％ 85.2％ 84.1％
86.8％ 87.0％ 86.9％
90.8％ 91.4％ 91.0％

経営学部
法 学 部
人文学部
2 部 計

1部･2部計

女 計男

表2　2015年3月卒業生就職状況

2015

入試インフォメーション

2016年度北海学園大学入学試験

ここが変わります！
2015年 就職状況

１部・２部、男女ともに堅調に推移

就職インフォメーション

昨年の就職ガイダンスの様子

◆

◆

◆

◆

◆

◆


